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棚田の風景（高越町） 

栄養管理室だより 栄養管理室だより 

  

　
最
近
は
朝
晩
冷
え
込
む
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
日
が
暮
れ
る
の
も

だ
ん
だ
ん
と
早
く
な
り
、
秋
の
訪
れ

を
実
感
し
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目

は
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
体
調
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
薬
の
使
い
方
を
正
し
く
使
用
し
な

い
と
副
作
用
や
症
状
が
悪
化
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
号
14
ペ
ー

ジ
の
「
薬
の
注
意
し
た
い
飲
み
合
わ

せ
」
を
参
考
に
薬
の
服
薬
を
行
い
ま

し
ょ
う
。 

　 
11
月
末
ま
で
特
定
健
診
が
各
医
療

機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
勧
ん
で

受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
10
月
か
ら

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
早
め
に
予
防
接
種

を
受
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
早
期
予

防
を
行
い
ま
し
ょ 

う
。 

 

●表紙（棚田の風景） ・・・・・・・・・・・・・・1 
●64列128スライスＣＴを導入 ・・・・・・・・2～3 
●「地域医療とケア」を考え・体験する夏の合宿企画 ・・4～5 
●地域医療を学ぶ ・・・・・・・・・・・・・・6～9 
●ヘリコバクターピロリ菌と胃がん ・・・・・・・10 
●「鼻」からの胃内視鏡検査ができるようになりました ・11 
●平戸市立病院改革プランの進捗状況 ・・・・12～13 
●薬の注意したい飲み合わせ ・・・・・・・・・・14 
●新人看護職員研修についてのお知らせ ・・・・・15 
●医療スタッフ紹介 ・・・・・・・・・・・・・・15 
●はじめまして、よろしくお願いします ・・・・・16～17 
●掲示板 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 
●外来診療担当表 ・・・・・・・・・・・・・18～19 
●栄養管理室だより ・・・・・・・・・・・・・・20 
●編集室から ・・・・・・・・・・・・・・・・・20

「旬を美味しく　～里芋編」 

■作り方 

①　里芋を少し固さが残るくらいまで茹でて

　皮を剥き、一口大にカットする。  

② フライパンで豚肉と玉ねぎ、ピーマンを炒

　める。  

③　具材に火が通ったら里芋を加え、中濃ソ

　ースと練りゴマを加えて絡ませる 

④　トッピングに白ゴマをふる。  

※練りゴマの代わりに胡麻ドレッシングを使

　用すると、さっぱりとした味わいになります。 

 

1人分　エネルギー　91kcal　 

タンパク質　4.3g　脂質　3.7g　塩分　0.5g

内 

〈材料〉４人分 

・里芋（中サイズ） ………………　４個 

・豚肉 ………………………………　60g 

・玉ねぎ ………………………　１/４個 

・ピーマン ……………………　１/２個 

・中濃ソース 　…………………　小さじ2 

・練りゴマ ……………………　大さじ１ 

・ゴマ油 ………………………　小さじ１ 

・白ゴマ（トッピング） …………　適量 

 

 

 

 

▼100gあたりのカロリー比較 

じゃがいも 
80kcal

さつまいも 
130kcal

さといも 
60kcal

かぼちゃ 
90kcal
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平戸市森林組合 
〒859-5366 

長崎県平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0151 FAX 0950-28-1080　 
椎茸生産部 TEL 0950-28-0300 FAX 0950-28-0200

健康は、食生活から 
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診察 新患 

診察 新患 

診察 新患 

診察 新患 

診　察 

  

　 

 

診　察 

 

 

診　察 

 ○泌尿器科　　　　毎月最終水曜日　　　　　　　　青洲会病院　山崎医師 

○整形外科　　　　毎週水曜日　　　　　　　　　　平戸市民病院　小林医師 

○血液内科　　　　毎月第２火曜日　　　　　　　　平戸市民病院　管理者　池田医師 

○循環器科　　　　毎月第２週目の木曜日　　　　　平戸市民病院　医療監　賀來医師 

　　　　　　　　　毎月第２・第４火曜日　　　　　浦之崎病院　循環器科部長　深堀医師 

　　　　　　　　　偶数月の第４金曜日　　　　　　伊万里市民病院　副院長　松永医師 

○眼　　科　　　　３か月に１回（日曜日）　　　　前田眼科(福岡)　院長　前田医師 

※一般外来の受付は午前11時までにお願いします。 

※急患はいつでも受け付けます。 

月  火 水  木  金 診療科 医師名 午前・午後 

内　科 

外　科 

山　下 

田　中 

小　村 

鈴　木 

河　部 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

 

注）復路については、診察の状況により後発する場合がありますので、ご了承ください。 

中央公 
民館前 

往路 

復路 

第一便 

第二便 

第一便 

第二便 

区　分 大久保 白山入口 リック前 生月病院前 天満宮前 飛石 舘浦 
舘浦出 
張所前 

ふれあ 
い広場 

平戸市 
民病院 

7：50 

9：50 

9：46 

12：46

7：53 

9：53 

9：43 

12：43

7：55 

9：55 

9：41 

12：41

7：56 

9：56 

9：40 

12：40

8：00 

10：00 

9：36 

12：36

8：02 

10：02 

9：34 

12：34

8：03 

10：03 

9：33 

12：33

8：04 

10：04 

9：32 

12：32

8：05 

10：05 

9：31 

12：31

8：35 

10：35 

9：00 

12：00

8：06 

10：06 

9：30 

12：30

（毎週　火曜、金曜運行） 

　平戸市民病院では10月１日コンピュータ断層撮影装置（ＣＴ）の更新を行い、より高性能な最新の

64列128スライスCTを導入しました。検出器は最短で0.35秒で1回転し、同時に128枚の画像を得るこ

とができる装置です。この装置の導入は極めて短時間に高精度な画像の取得が可能となるので、患者

さんに非常に優しい装置といえます。このバージョンの装置は九州内では初の導入となります。 

   

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
装
置
の
制
御
や

画
像
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
最
初
の

Ｃ
Ｔ
は
、（T

horn 
EM
I

）
中
央
研
究
所
で

英
国
人
の
ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
・
ハ
ウ
ン
ズ
フ

ィ
ー
ル
ド
に
よ
っ
て
１
９
６
７
年
に
考
案
、

１
９
７
２
年
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

に
生
産
さ
れ
た
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
は
脳
の
断
層
撮

影
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
２
つ
の
断
層
デ

ー
タ
を
得
る
の
に
約
４
分
か
か
り
、
断
層

画
像
を
得
る
の
に
１
枚
あ
た
り
約
７
分
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
社

に
所
属
し
て
い
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
記
録
的

な
レ
コ
ー
ド
の
売
上
が
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ

を
含
め
た
Ｅ
Ｍ
Ｉ
社
の
科
学
研
究
資
金
の

供
給
元
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
は
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
よ
る

最
も
偉
大
な
遺
産
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

　
日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
、
Ｅ
Ｍ

Ｉ
と
レ
コ
ー
ド
事
業
（
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
）
で

提
携
関
係
の
あ
っ
た
東
芝
が
１
９
７
５
年

８
月
に
輸
入
し
、
東
京
女
子
医
科
大
学
病

院
に
設
置
さ
れ
て
脳
腫
瘍
を
捉
え
た
の
が

は
じ
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
東
芝
メ
デ
ィ 
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○大腸ファイバー　第１、第２、第３水曜日の午後　生月病院院長　山下医師 

○耳鼻咽喉科　　　第１、第３、第５木曜日の午後　ごとう耳鼻咽喉科　後藤医師 

　※午前の受付は午前11時までにお願いします。（午後の診察は午後２時からです。） 

　※急患はいつでも受け付けます。 

 

月  火 水  木  金 診療科 医師名 午前・午後 

内　科 

外　科 

整　形 
外　科 

 

小児科 

 

眼　科 

池　田 

 

賀　來 

 

石　松 

 

中　桶 

 
　　橋 

（長崎大学病院） 

 　　田 
 

（度島診療所長） 
 

押　淵 

 

堤 

 

　　田 

 

小　林 

 
角 

（長崎労災病院） 

森　永 

　　田 
（小児外科） 

派遣医師 
（九州大学病院） 

 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

診　察 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

診　察 

（病棟） 

新・急患 

新・急患 

（病棟） 

（訪問診療） 

 

 

診　察 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

診　察 

（病棟及び外来） 

診　察 

診　察 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

新・急患 

新・急患 

内視鏡 

（病棟・訪問） 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

 

 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

診　察 

診　察 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

新・急患 

新・急患 

（病棟） 

（病棟） 

　 

　 

 

 

（病棟・訪問） 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

診　察 

（病棟） 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

 

診　察 

（病棟） 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

 

 

 

 

（病棟） 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

（病棟） 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

 

診　察 

（総回診） 

新・急患 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

　 

　 

 

 

診　察 

（総回診） 

（病棟） 

（総回診） 

内視鏡 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

 

　 

診　察 

（総回診） 

 

 

診　察 

（総回診） 

 

カ
ル
に
よ
り
国
内
生
産
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
日
立
製
作
所
は
、
自
社
開
発

に
よ
る
初
の
国
産
機
を
同
年
10
月
に
藤
田

学
園
保
健
衛
生
大
学
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
旧
来
の
Ｃ
Ｔ
は
Ｘ
線
検
出
器
が
１
列
で

あ
り
、
１
回
の
回
転
で
１
枚
の
画
像
し
か

得
ら
れ
ず
、
撮
影
時
間
が
長
い
こ
と
が
難

点
で
し
た
。
こ
れ
が
多
列
検
出
器
Ｃ
Ｔ
（
Ｍ

Ｄ
Ｃ
Ｔ
＝m

ulti detector-row
 C
T

）
と
い

わ
れ
る
Ｘ
線
を
扇
状
に
や
や
広
い
角
度
に

照
射
し
、
対
側
の
検
出
器
自
体
を
細
分
割

し
て
多
列
化
し
た
Ｃ
Ｔ
の
登
場
に
よ
っ
て
、

１
回
の
線
源
の
回
転
で
よ
り
多
く
の
範
囲

の
撮
影
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
に
４
列
以
上
の
検
出
器
を
備

え
た
Ｃ
Ｔ
、
２
０
０
２
年
に
は
16
列
以
上

の
検
出
器
を
備
え
た
Ｃ
Ｔ
が
開
発
さ
れ
、

広
く
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
は

最
大
３
２
０
列
の
検
出
器
を
備
え
た
Ｍ
Ｄ

Ｃ
Ｔ
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
１
回
転
で
心

臓
や
脳
の
ほ
ぼ
全
体
を
撮
影
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
平
戸
市
民
病
院
に
今
回
導
入
し

た
装
置
は
、
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ

で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
平
戸
市
民
病
院
放
射
線
班
班
長
　
岩
永 

繁
範
） 

　今回、64列ＣＴを導入した最大の理由が心臓ＣＴを

行うためです。心臓を取り巻く冠動脈は、心臓の筋肉

に酸素や栄養を与える重要な血管です。これが動脈硬

化により細くなったり詰まったりすることで、狭心症

や心筋梗塞が起こります。この冠動脈の検査は入院し

てカテーテルという管を血管に入れて行う方法が現在

でも主流です。しかし、64列ＣＴにより外来でも容易

に、冠動脈の検査ができるようになりました。 

 
 

　体格に合わせてX線量を調節する技術や、東芝社独

自の計算方法を用いることで、これまでの装置よりも

非常に少ない被ばく線量で画像を得られます。既存の

物と比較して体格や検査部位により多少の違いはあり

ますが、概して約50％～70％程度の被ばく量となっ

ています。比較的被ばくの多い心臓ＣＴにおいても、

心臓が止まってみえるわずかな時間のみＸ線を照射す

る技術によって、大幅な被ばく低減が可能です。 
 
 

　撮影時間が大幅に短縮し、長い息止めが難しい人で

も鮮明な画像が得られます。例えば胸部検査では今ま

での装置では20秒ほどの息止めが必要でしたが、胸部

から骨盤部まで撮影しても10秒ほどで終了となります。

また、広範囲の撮影でも薄い断面（0.5mm厚）が得ら

れるため、より小さな病変の描出も可能となります。 

 
 

　撮影後、即座に画像が表示されるので、より迅速な

診断が可能です。患部の詳細な観察に用いる立体像や

任意の断面も短時間に作成できるため、検査後の待ち

時間が短くなります。 

検査による侵襲性 

検査に要する時間 

入院の必要性  

検査の信頼性  

自己負担の目安 
50,000円 
～100,000円 

9,000円 
～10,000円 

9,000円 
～10,000円 
 

冠動脈造影検査の比較 

64列ＣＴ装置による画像の例 

心臓カテー 
テル検査 64列ＣＴ 16列ＣＴ 

大 

30～60分 

あり 

高度 

小 

10秒以下 

なし 

高～中等度 

小 

30秒 

なし 

中等度 

YOKARO事務局 
〒859-5104

平戸市崎方町776-6（平戸ターミナルビル１F） 

TEL.0950-22-5170TEL.0950-22-5170

4
『阿蘇　博多間』2011年10月1日より運行開始!九州を代表する観光地、 

黒川温泉・湯布院・長湯温泉・ 
久住高原・竹田・臼杵・阿蘇・ 
菊池・山鹿・平戸にいつでも 
気軽に行けますよ！ 
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平
戸
市
民
病
院
で
は
、
月
に
２
回
中

南
部
の
各
地
区
に
う
か
が
い
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
の
説
明
、
寸
劇
、
意
見
交

換
な
ど
を
行
う
出
前
講
座
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
　 

　
今
後
の
予
定
は
、 

　
10
月
25
日
　
　
大
川
原 

　
11
月
８
日
　
　
木
場 

　
11
月
22
日
　
　
大
石
脇 

　
12
月
６
日
　
　
朶
の
原 

　
12
月
20
日
　
　
深
川 

　
１
月
10
日
　
　
宝
亀
第
１ 

　
１
月
24
日
　
　
宝
亀
第
４ 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

お
仕
事
等
で
大
変
お
忙
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
ぜ
ひ
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

    

 

　
平
戸
市
民
病
院
及
び
生
月
病
院
で
は
、

10
月
１
日
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
接
種
回

数
は
次
の
通
り
で
す
。 

・
１
歳
〜
13
歳
未
満
…
２
回 

・
13
歳
以
上
…
原
則
１
回
（
医
師
の
判

　
断
に
よ
り
２
回
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
） 

　
平
成
23
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種

は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
と
同
じ
で
、
新
型
（
Ｈ

１
Ｎ
１
）
と
季
節
性
の
Ａ
香
港
型
（
Ｈ

３
Ｎ
２
）
と
Ｂ
型
の
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
と
な
り
ま
す
。 

　
１
歳
か
ら
就
学
前
の
人
は
、
必
ず
母

子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
60
歳
〜
64
歳
で
特
定
の
障
害
な
ど
有

す
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）
及

び
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
証
明
書
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
接
種
費
用
助
成
対
象
者
と
、
接
種
費

用
に
つ
い
て
は
、
下
の
表
に
て
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

平
戸
市
民
病
院 

　
外
来
看
護
班 

　 

看
護
師 

　
　
平
岡
　
希 

平
戸
市
民
病
院 

　
薬
剤
班
助
手 

　
小
山
真
由
美 

　昨年、北海道から参加した検査技師の磯辺さんから、嬉し

い便りが届きました。いただいたお手紙の一部を紹介します。 

～「平戸と大学で育てる地域医療」夏の合宿に参加するこ

とにより、地域や患者さんのニーズに合ったチーム医療の

あり方などについて考えるきっかけとなりました。臨床検

査技師として単純に検査を正確で迅速に行うだけでなく、

患者さんや家族の思いから満足までの考え方を大切にする

診療・治療支援、患者支援など支援活動と院内の情報発信

基地とした臨床検査の充実を目指し、「チーム医療」への

貢献を意識して「職域を拡大する環境」作りが必要である

と感じ日々研磨しているところでございます。また、医師

招へい対策では、内科医師１人・整形外科医１人の採用が

決まりました。平戸での経験が多く役立ったものと嬉しく

思います～　また、磯辺さんからは夏合宿の差し入れに、

とうもろこしをたくさんいただきました。　 

　今回、参加した薬剤

師の中村仁美さんが、

10月から平戸市民病院

で勤務することになり

ました。　 

　中村さんは、平戸で

感じた安心感が、大阪

から転居する決め手と

なったようです。 

日本でのER型救急医の草分け。

福井という地方都市にありなが

ら、全国より医師が研修に集ま

る救急総合診療部を展開してい

る。先生が書いた「研修医当直

御法度」は研修医のバイブル的

存在である。 

寺澤先生講演会 

　
９
月
か
ら
薬
局
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
、
小
山
で
す
。 

　
初
め
て
の
業
種
で
覚
え
る
こ
と
が
沢 

山
あ
り
大
変
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の 

み
な
さ
ん
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
一
日
も
早
く
、
仕
事
を
正
確
に
覚
え 

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
10
月
か
ら
外
来
に
勤
務
さ
せ
て
い
た 

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
平
岡
で
す
。 

　
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。 

  

一般世帯 生活保護世帯 

１回目 ２回目 １回目 ２回目 

接種対象者 

１才～未就学児 

65歳以上 

助成 自己負担 

2,000 

2,500

1,000 

1,000

助成 自己負担 

2,000 

 

1,000 

 

助成 自己負担 

3,000 

3,500

0 

0

助成 自己負担 

3,000 

2,500

0 

0
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▲着任された河部英明医師 

（16） 

　地域の医療機関では、医師だけでなく、看護師、検査技師、薬剤師、などの医療スタッフ不足です。

さらに、都市と比較して高い高齢化率。地域の医療は遅れた医療なのでしょうか？いいえ、少ないスタ

ッフは機動力を備えたチーム医療となり、高い高齢化率は10年先行く日本の姿。実は、将来を先取りし

た医療の姿なのです。さらに、予防医療で病気を少なくし、健康診断で早期発見・治療につなげ、充実

した福祉で安心を提供することが　平戸市民病院と保健センターで展開する地域包括医療・ケアです。

このような医療・ケアを学ぶためH17年より長崎大学病院へき地病院再生支援・教育機構が活動を開始

しました。いまでは、日本全国から多くの研修医が学ぶためにやってきます。毎年夏には、医学生をは

じめ医療関係者に地域医療を感じていただくための「地域医療合宿」を開催しています。全国の地域で

活躍中の先生による講演や、訪問診療や看護、リハビリへの参加、そして地域体を通して地域を支える

医療について考えます。 

　８月26～28日、平戸市民病院において、「地域医療とケア」を

考え・体験する夏合宿が開催されました。九州内外の医師、医療

関係者、医学生37名が参加しました。講演会や地域の人たちを交

えてのワークショップの他、漁師体験にもチャレンジし、平戸の

地域医療や地域の生活を体験しました。 

平戸市民病院の地域医療とは？ 

漁師体験 

洛和会  音羽病院（京都） 
松村　理司　院長 

「民主的な議論に基づく科学的なチーム医療」を目指すために、

アメリカやカナダから医師を招聘するユニークな医学教育をし

てきた。そういった優れた臨床能力を有する北米の医師を「大

リーガー医」と名づけた、名づけ親である。 

体験後の感想を一部紹介します。 

～高齢の方は、訪問診療を本当に楽しみに

していらっしゃるということが一番印象に

残りました。先生方もフランクに日常会話

をしていてその中でもしっかりと所見、問

診をとっていらっしゃったことに非常に驚

きました。地域医療に密着させていただい

たのは初めてでしたが、面白いと感じられ

たのが一番の収穫です。～ 
NHKの取材に応じる 
医学生 

　河部先生は多くの県内外の病院で活躍され今年９月12日に生月病院に着任されました。河部先

生の診察は火曜日・木曜日となっています。 

・外科学会認定医・消化器外科学会認定医・認定産業医 

　 

　昭和52年長崎大学医学部を卒業し、長崎大学医学

部第１外科医局に在籍し、各病院にて訓練してきま

した。専門は一般外科です。本年９月から平戸市立

生月病院勤務となりました。不慣れではありますが、

どうぞよろしくお願い致します。 

      

　
高
校
生
の
時
、
ニ
ュ
ー
ス
で
無
医
村

の
特
集
を
見
て
私
に
も
お
手
伝
い
が
出

来
な
い
か
と
思
い
、
薬
剤
師
と
い
う
医

療
の
道
を
選
び
ま
し
た
。 

　
私
は
大
阪
生
れ
の
大
阪
育
ち
、
こ
て

こ
て
の
関
西
人
で
す
が
、
平
戸
に
初
め

て
訪
れ
た
時
か
ら
な
ぜ
か
懐
か
し
い
、

昔
の
祖
父
母
の
お
家
を
思
わ
せ
る
安
心

感
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
平
戸
市
は
ご
高
齢
の
方
の
割
合
が
多

い
地
域
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
も
と
も

と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子

の
私
は
地
元
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
薬
の
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
何
で

も
気
軽
に
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
は
じ
め
ま
し
て
、
柴
山
　
剛
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
宮
の
浦
で
す
。
31
歳
に

な
り
ま
す
。 

　
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
。
尊
敬
す
る
人
、

三
浦
和
良
。
最
近
読
ん
だ
本
「
心
を
整

え
る
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
　
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
」
。 

　
地
元
に
就
職
で
き
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
以
前
は
福
岡
徳
洲
会
病
院
Ｉ
Ｃ

Ｕ
で
勤
務
し
、
９
月
１
日
か
ら
平
戸
市

民
病
院
の
外
来
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
早

く
仕
事
を
覚
え
、
質
の
高
い
看
護
の
提

供
を
行
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

平
戸
市
民
病
院 

　
薬
剤
師 

　
中
村
　
仁
美 

平
戸
市
民
病
院 

　
外
来
看
護
師 

　
柴
山
　
　
剛 

４
人
の
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す 
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独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構 

　
　
　
　
　
　
横
浜
労
災
病
院 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
田
　
望 

 

地
域
医
療
を
学
ぶ 

地
域
医
療
を
学
ぶ 

　
平
戸
市
民
病
院
と
生
月
病
院
に
は
、
年
間
を
通
じ
多
く
の
研
修
医
の
先
生
が
地

域
医
療
を
学
ぶ
た
め
に
研
修
に
来
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
土
地
や
言
葉
に
囲
ま
れ

て
、
研
修
生
活
を
送
ら
れ
る
み
な
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

　 　
医
療
の
地
域
格
差
、
へ
き
地
医
療
の

崩
壊
、
医
師
の
偏
在
な
ど
地
域
医
療
を

と
り
ま
く
様
々
な
問
題
が
提
言
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
に
現
地
で
へ
き
地
医
療

を
体
感
す
る
ま
で
は
、
想
像
も
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
医
療
は
超
高
齢

社
会
の
日
本
に
と
っ
て
最
先
端
の
医
療

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
４
週
間
の
現
地
の
実
習
で
私
が
感

じ
た
以
下
の
観
点
か
ら
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

   

　
都
会
で
は
専
門
科
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、

す
ぐ
に
専
門
科
を
受
診
し
、
自
分
に
合

う
医
師
を
探
す
（
ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
）
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
専
門
科

の
治
療
を
簡
単
に
受
け
ら
れ
な
い
地
域

の
患
者
は
不
幸
／
不
公
平
だ
ろ
う
か
？ 

結
論
は
Ｎ
Ｏ
で
あ
る
と
考
え
る
。 

■
病
院
が
そ
こ
し
か
な
い
た
め
、
い
つ 

も
同
じ
病
院
に
か
か
る
＝
か
か
り
つ

け
医
が
あ
る
。 

■
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
科
コ
ン
サ
ル
ト 

と
い
う
理
想
の
形
。
必
要
が
な
け
れ

ば
、
専
門
外
で
す
と
断
ら
れ
他
の
科

に
再
受
診
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
場

で
解
決
し
て
も
ら
え
る
。 

■
家
族
背
景
や
住
環
境
な
ど
個
人
の
状 

況
ま
で
考
慮
、
地
域
医
療
連
携
の
介

入
も
素
早
く
訪
問
な
ど
の
対
応
も
あ

る
。
特
に
高
齢
者
に
は
優
し
い
医
療 

　
こ
れ
ら
は
地
域
に
密
着
し
た
病
院
で

あ
る
か
ら
こ
そ
と
考
え
る
。
医
師
の
数

が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
が

専
門
以
外
も
勉
強
し
情
報
共
有
し
、
来

院
し
た
す
べ
て
の
患
者
を
診
て
い
る
。

専
門
外
だ
か
ら
診
ま
せ
ん
と
断
っ
て
も
、

専
門
の
病
院
は
か
な
り
遠
い
た
め
可
哀

相
だ
な
ど
の
、
先
生
方
の
情
熱
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
必
要
が
あ
れ

ば
遠
く
の
病
院
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
、
理
想
的

コ
ン
サ
ル
ト
の
形
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
日
本
で
は
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
都
市
部
で
は
か
か
り
つ
け
医

を
持
た
な
い
人
が
多
く
、
専
門
科
診
察

の
た
め
、
い
く
つ
も
の
病
院
に
か
か
っ

て
お
り
、
総
合
的
に
１
人
の
患
者
を
住

環
境
や
介
護
ま
で
積
極
的
に
介
入
す
る

医
師
は
少
な
く
患
者
は
孤
立
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。 

　
超
高
齢
社
会
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

現
代
の
日
本
の
医
療
の
、
解
決
の
糸
口

が
平
戸
市
民
病
院
に
は
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
７
月
１
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
7
月
29
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
） 

  

  

▲オペ中の様子 ▲押淵院長とのエコー診療 

 

　生月病院では、一般診療のほかに、整形外科・循

環器科・血液内科・泌尿器科などの特別診療、救急

外来・健診などを行い、地域住民の健康管理を担っ

ています。 

　また、昨年５月には外来診察室の改修を行いまし

た。さらに12月にはオーダリングシステムを導入し

ました。これは受付した時点で各検査室及び診察室

の受付が同時にでき、診察が終わればすぐに会計が

できるため、待ち時間の短縮が可能となりました。 

　私たち外来スタッフは、地域性を生かし患者さん

の要望にできるだけ対応できるよう日々頑張ってい

ます。 

　お気付きの点がありましたら、ご遠慮なく声をか

けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★今年度特定健診を受けていない人は年に１回 

は健診を受け、自分の体の健康チェックをお

勧めいたします。 

 

▲生月病院外来スタッフ 

「
地
域
医
療
し
か
受
け
ら
れ
な
い
患
者 

は
不
幸
／
不
公
平
か
？
」
に
つ
い
て 

 

　厚生労働省は平成22年4月から新人看護職員研修を各病院で実施することを努力義務としました。 

　この背景には、卒後初めて就業する看護師が、基礎教育終了時の能力と実際の医療現場で求められ

る能力の差を実感し不安を感じている方が多いということがあります。 

　そこで新人看護職員の離職防止と安全な医療を提供することを目的に努力義務化されました。 

　平戸市民病院ではこれまで看護職員の研修についてはプログラムを作って実施してきました。しか

し新人のみを対象としたプログラムがなかったため、初めて入職する方を対象に厚生労働省の新人看

護職員研修ガイドラインに沿ってプログラムを作成しました。その内容は看護協会の集合研修への参

加と、平戸市民病院独自の地域包括医療・ケアに関する項目も加えたプログラムとなっています。講

師も看護師だけではなく全職員で行い皆様を職員全員でサポートします。 

　新人の方が初めて入職されても今まで以上に安心した研修ができる環境になっています。 

地域で働きたい方、一緒に学んで地域づくりに貢献してみませんか？ 

プログラムにつきましては平戸市民病院ホームぺージに掲載しております。 
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平戸市民病院　看護部教育部会　井手千雪 

（15） （6） 平成23年10月15日 平成23年10月15日 

竜んおとし子 竜んおとし子 



▲オフタイムには川内峠に登りました ▲訪問診療の様子 

　
８
月
１
日
か
ら
26
日
ま
で
の
４
週
間
、

平
戸
市
民
病
院
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
横
浜
労
災
病
院
研
修
医
２

年
目
の
大
原
亜
沙
実
と
申
し
ま
す
。
 
 

　
平
戸
特
有
の
気
質
な
の
か
、
九
州
特

有
の
気
質
な
の
か
、
平
戸
市
民
病
院
で

研
修
し
て
い
る
間
に
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
は
、
み
な
さ
ん
温
か
く
私
を
受
け

入
れ
て
下
さ
り
、
何
不
自
由
な
く
研
修

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
研
修
中
に
常
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、

病
院
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
の

健
康
を
守
ろ
う
と
働
き
か
け
て
い
る
こ

と
で
し
た
。
 

　
医
療
機
関
の
乱
立
し
て
い
る
都
市
と

は
異
な
り
、
へ
き
地
に
は
医
療
機
関
・

医
療
従
事
者
は
少
な
く
、
平
戸
も
そ
の

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
に
他
の

病
院
は
な
く
、
そ
の
た
め
平
戸
市
民
病

院
の
方
々
は
自
ら
が
地
域
の
健
康
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
意
識
も
高
く
、
利
益

等
に
と
ら
わ
れ
な
い
診
療
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
働
い
て
い
る
人
を
対
象
と
し

た
時
間
外
の
夜
間
健
診
や
生
活
習
慣
病

外
来
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
利
用
し
た
離

島
へ
の
訪
問
診
療
、
出
前
講
座
等
は
そ

の
代
表
で
す
。
 
 

　
病
気
だ
け
を
診
ず
、
そ
の
患
者
さ
ん

の
生
活
背
景
・
家
族
、
そ
し
て
地
域
全

体
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
は
、
今
後
超

高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
全
国

で
も
必
要
と
さ
れ
て
い
く
医
療
で
す
。
 

　
私
は
最
後
の
最
後
ま
で
毎
日
目
新
し

い
こ
と
ば
か
り
だ
と
感
じ
て
お
り
、
平

戸
の
医
療
を
知
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

が
足
り
な
い
よ
う
で
す
。
４
週
間
と
い

う
短
期
の
研
修
で
は
こ
ち
ら
の
病
院
の

長
年
の
取
り
組
み
の
ほ
ん
の
一
部
を
垣

間
見
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
地
域
を
包
括
し

た
医
療
と
い
う
も
の
を
見
て
、
そ
の
一

部
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
は
大

き
な
感
銘
と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
短
い
期
間

で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
ご
指
導
下
さ

い
ま
し
た
先
生
方
、
受
け
入
れ
て
下
さ

っ
た
病
院
職
員
の
方
々
、
地
域
の
み
な

さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

８
月
25
日
、
研
修
に
関
す
る
発
表
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
生
方
だ

け
で
は
な
く
病
院
内
の
様
々
な
方
が
来

て
、
私
の
研
修
は
病
院
、
地
域
の
方
に

支
え
ら
れ
て
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
た
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
８
月
１
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
８
月
26
日
 

　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
）
 

   

　
１
か
月
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、

先
生
方
及
び
看
護
師
、
病
院
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
に
公
私
共
々
お
世
話
に
な
っ
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

　
未
熟
な
が
ら
も
見
知
ら
ぬ
土
地
で
地

域
医
療
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

は
２
年
間
の
研
修
生
活
の
中
で
も
貴
重

な
１
か
月
で
し
た
。
一
番
強
く
感
じ
た

の
は
地
域
住
民
の
方
々
と
医
療
従
事
者

と
の
結
び
つ
き
で
す
。
生
月
町
民
は
生

月
病
院
が
か
か
り
つ
け
で
あ
り
、
医
療

者
側
と
患
者
側
は
お
互
い
を
よ
く
理
解

さ
れ
信
頼
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
限
ら
れ
た
設
備
の
元
で
は
あ

り
ま
す
が
素
早
く
、
個
々
に
あ
っ
た
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

齢
化
が
進
む
中
で
ど
の
よ
う
に
医
療
が

対
応
し
て
い
く
か
は
生
月
の
島
に
た
く

さ
ん
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
気
が

し
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
普
段
あ
ま
り

行
う
機
会
が
な
い
外
来
診
察
や
エ
コ
ー

検
査
を
数
多
く
や
ら
せ
て
頂
き
、
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
熱
心
に
ご
指
導
頂
い
た

先
生
方
の
お
か
げ
で
、
自
分
に
と
っ
て 

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構 

　
　
　
　
　
　
横
浜
労
災
病
院 

　
　
　
　
　
　
　 

大
原
　
亜
沙
実 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　 

　  

岩
永
　
　
健 

　一部の抗菌薬 ／ 一部の骨粗しょう症など 
　牛乳に含まれるカルシウムと薬が結合し薬の吸収が低下し効果が弱くなること

があります。 

※この他、スポーツ飲料水などでも同様に起こることがあります。 

　一部の抗真菌薬 
　脂肪分によく溶ける性質のため吸収が良くなります。効き過ぎたり副作用が現

れやすくなります。 

　腸で溶けるタイプの薬 
　胃酸が中和され、腸で溶けるはずの薬が胃の中で溶け、胃が荒れたり腸からの

吸収が遅れ効果が弱くなることがあります。 

 

　鉄剤 
　以前はお茶に含まれるタンニン酸と結合し吸収が悪くなると言われていました

が、試験の結果では、服用全体からみるとごくわずかで、今は特に影響はないと

されています。 

 

　炭酸飲料は酸性のため酸性状態で吸収が低下する薬は一緒に飲むと効果が弱くな

ることがあります。 

 

　一部の高血圧 ／ 狭心症の薬 
　グレープフルーツの成分（フラボノイド）が薬を代謝（分解・無毒化）する酵

素の働きを妨害し、薬の効果を強めて副作用が出やすくなります。 

　研究の結果では半日くらいで影響は出ないという報告もあります。朝に薬を飲

む場合は、昼以降に摂るようにしましょう。 

 

　薬とお酒を一緒に飲むと薬の作用が強くなったり弱くなったりするだけではなく、

お酒により薬の成分が分解されたり、薬本来の効果以外の副作用が現れることもあ

り大変危険ですので、お酒で薬を飲むことは避けてください。 

　そのため、卵酒と風邪薬を一緒に飲めば効果が倍増すると思っていては大変なこ

とになります。卵酒だけであれば大丈夫ですが、一緒に風邪薬を飲めば中枢神経に

対して抑制効果が強くなりますので、副作用の危険性が高くなってしまいます。 

　薬との飲み合わせについての一例をご紹介しました。 

　同じ働きを持つ薬でも相互作用を起こす薬と起こさない薬があり、相互作用を起こす組み合わせも多種

多様です。分からないことがあれば、医師・薬剤師へご相談ください。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生月病院　薬剤師　青木知子） 

　薬は水やぬるま湯で飲むことが原則ですので、水なしで薬を飲むことは避けてください。 

　（トローチ、舌下錠、チュアブル錠などの水なしで飲めるものは除きます。） 

　水なしで飲むと薬が溶けず、そのまま排泄されたり薬が喉や食道に引っかかったまま溶

け炎症や潰瘍を起こすことがあります。粉薬などは気管に入り肺炎を起こすこともあります。 

　水以外の飲み物と薬を飲んだ場合、飲み合わせによっては相互作用が起こり薬の効き目が左右されたり、

副作用が発現しやすくなります。しかし、仕方なく身近なもので飲んでしまうことがあります。　 

　いざという場合に問題がないように注意したい薬との飲み合わせについて紹介します。 

（7） （14） 平成23年10月15日 平成23年10月15日 

竜んおとし子 竜んおとし子 



▲評価委員会の様子 

     力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
生
月
病
院
で
学
ん
だ
地
域
医
療
の
経

験
を
ど
こ
に
行
っ
て
も
生
か
せ
る
よ
う

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
６
月
１
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
６
月
30
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
）
 

　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
１
か
月
間
、

地
域
医
療
研
修
に
参
り
ま
し
た
白
水
春

香
と
申
し
ま
す
。
７
月
の
１
か
月
間
、

生
月
病
院
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
不
安
だ
ら
け
で
の
研
修
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
先
生
方
や
看
護
師
、
事

務
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
と
て

も
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　
業
務
は
主
に
外
来
、
入
院
患
者
の
対

応
の
他
に
、
健
康
診
断
や
予
防
接
種
、

学
校
保
健
委
員
会
、
往
診
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
回
診
な
ど
で
、
長
崎
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う

な
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
、
い
ろ
い

ろ
と
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
外
来
で
は
専
門
科
の
枠
を

超
え
て
様
々
な
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
受

診
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
い
知
識
と
対
応

能
力
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

病
気
の
診
断
を
つ
け
て
い
く
上
で
プ
ラ

イ
マ
リ
ケ
ア
医
と
し
て
の
考
え
方
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
往
診
で
は
医
師
が
患

者
さ
ん
の
生
活
の
場
所
に
直
接
入
っ
て

い
く
こ
と
、
患
者
さ
ん
の
普
段
の
生
活

の
中
に
医
療
が
溶
け
込
ん
で
い
る
姿
を

見
て
、
ま
さ
に
地
域
医
療
の
原
点
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域
医
療
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
１
か
月
間
で
し

た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
糧
と
し
て
、
よ
り
よ
い
医
療
人
に
な

れ
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
生
月
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
７
月
１
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
７
月
31
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
）
 

 

　
「
先
生
の
顔
を
見
る
と
が
楽
し
み
や

け
ん
」 

　
生
月
病
院
で
の
研
修
初
日
、
内
科
外

来
で
主
治
医
の
先
生
へ
そ
う
言
っ
た
患

者
さ
ん
の
笑
顔
が
鮮
や
か
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。 

　
毎
日
の
外
来
・
病
棟
で
の
診
療
に
加

え
往
診
、
老
人
ホ
ー
ム
の
回
診
、
健
診

や
予
防
接
種
、
更
に
隔
日
で
訪
れ
る
当

直
と
待
機
。
島
民
の
健
康
と
生
活
を
支

え
る
病
院
で
の
勤
務
は
多
彩
で
、
非
常

に
ハ
ー
ド
な
も
の
で
す
。
私
も
実
際
、

０
歳
の
女
の
子
か
ら
１
０
２
歳
に
な
ろ

う
と
す
る
人
生
の
大
先
輩
ま
で
幅
広
い 

▲予防接種の様子 

▲往診の様子 

▲施設回診の様子 

▲施設回診の様子 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　

白
水
　
春
香 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
 

高
比
良
　
飛
香 

 

　
こ
れ
は
、
平
成
21
年
度
に
お
け
る
国

の
財
政
措
置
の
拡
充
が
主
な
要
因
で
す

が
、
看
護
基
準
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る

収
益
増
や
、
人
件
費
の
抑
制
な
ど
に
よ

る
経
費
削
減
と
い
っ
た
経
営
改
善
の
た

め
に
実
施
し
た
具
体
的
な
取
組
み
も
大

き
く
影
響
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
経
営
改
善
に
努
め
ま
す
。
 

 

　
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
改
革
プ
ラ

ン
で
は
、
経
常
収
支
の
黒
字
化
だ
け
で

は
な
く
、
不
良
債
務
（
注
２
参
照
）
の

解
消
も
大
き
な
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
こ
れ
ま
で
に
生
月
病
院
で
は
不
良
債

務
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、
平
戸

市
民
病
院
で
は
平
成
17
年
度
以
降
、
度

重
な
る
診
療
報
酬
の
減
額
改
定
や
、
医

療
圏
人
口
の
減
少
に
伴
う
外
来
患
者
数

の
減
少
等
に
よ
っ
て
徐
々
に
不
良
債
務

が
増
加
し
、
平
成
20
年
度
末
に
は
１
億

７
千
８
百
万
円
ま
で
膨
れ
上
が
り
ま
し

た
。
 

　
着
実
な
改
革
プ
ラ
ン
の
実
行
に
よ
り
、

平
成
21
年
度
末
に
は
９
千
８
百
万
円
ま

で
圧
縮
し
、
平
成
22
年
度
末
に
は
不
良

債
務
を
全
額
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
 

 
今
後
も
経
費
節
減
な
ど
の
経
営
健
全

化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
安
定
し
た
経

営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
等
に
つ
い

て
、
客
観
的
な
検
証
・
評
価
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
病
院
事
業
管
理
者
の

附
属
機
関
と
し
て
、
「
平
戸
市
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
 

　
地
域
住
民
代
表
や
市
内
医
療
関
係
者
、

学
識
経
験
者
な
ど
８
名
の
委
員
を
委
嘱

し
、
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
や
公
立

病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
る
医
療
機
能
の

発
揮
の
状
況
等
に
つ
い
て
審
議
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
に
５
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
現
在
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

   

改
革
プ
ラ
ン
の
点
検
・
評
価
・ 

　

見
直
し
等
に
つ
い
て
審
議
中 

平
成
22
年
度
で
平
戸
市
民
病
院
の 

　
　
　
　
　  

不
良
債
務
を
解
消 

　地方公営企業は、病院事業、水道事業など、地域住民の生活や地域

の発展のために必要なサービスを提供するために地方公共団体が経営

する企業です。 

　地方公営企業では事業管理者を定めることができ、本来は市長にあ

る組織や財務、職員の身分取り扱いなどの権限が病院事業管理者に渡

され、拡大された権限により、公営企業に求められる柔軟性、迅速性

に富んだ経営が可能となります。 

　地方公営企業では、黒字又は赤字とは「純損益（純利益、純損失）」

のほかに、「累積欠損金」「不良債務」が赤字として用いられます。 

　このうち「不良債務」とは、流動資産（現金預金、未収金など）

を流動負債（未払金、前受金など）が超えている状況、いわゆる資

金不足が生じていることを示します。このため、損益収支は黒字で

も、資本収支で資金不足になっているときは、不良債務によれば損

益・資本の両収支の資金繰りを判断することができるからです。 

（13） （8） 平成23年10月15日 平成23年10月15日 
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▲出前講座にも参加しています 

▲幼児健診の様子 

層
の
患
者
さ
ん
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
ど
ん
な
患
者
さ
ん
で
も
来

ら
れ
る
、
24
時
間
ど
ん
な
病
気
に
も
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
は
、
並
大
抵
の
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
地
域
医
療

を
実
践
し
続
け
る
先
生
方
や
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
皆
さ
ん
の
支
え
と
な
る
の
が
、

冒
頭
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
の
何
気
な
い

一
言
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
毎
週
リ
ハ
ビ
リ
外
来
で
お
会
い
す
る

患
者
さ
ん
が
、
私
の
最
後
の
診
察
日
に

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　
「
先
生
の
顔
を
見
る
と
元
気
に
な
る

と
よ
」 

　
私
の
方
が
、
元
気
と
温
か
い
気
持
ち

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
７
月
１
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
７
月
31
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
） 

   

　
２
０
１
１
年
８
月
１
日
、
25
年
間
長

崎
で
生
ま
れ
育
っ
て
初
め
て
平
戸
・
生

月
に
来
ま
し
た
。
平
戸
大
橋
を
渡
っ
て

か
ら
生
月
大
橋
、
生
月
病
院
ま
で
の
道

の
り
の
光
景
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。 

　
１
か
月
と
い
う
短
い
期
間
の
研
修
で

し
た
が
、
生
月
病
院
で
の
毎
日
の
診
療

や
島
の
方
々
と
の
出
会
い
は
、
新
鮮
な

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
体
験
で
き
な
い
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
そ
し
て
離
島
及
び
へ
き
地
医

療
の
現
状
と
い
う
も
の
も
垣
間
見
る
こ 

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

　
将
来
、
離
島
・
へ
き
地
医
療
に
従
事

す
る
身
と
し
て
は
、
こ
の
１
か
月
間
の

経
験
は
、
と
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
必
要
と

し
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
を
改
め
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

医
療
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
か
ら
の
研
修

の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
、
将
来
地
域
に

還
元
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
山
下
院
長

は
じ
め
職
員
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
１
か
月
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
８
月
１
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
８
月
31
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
） 

 

 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
　
純
一 ▲施設回診の様子 

　
医
師
免
許
取
得
後
、
２
年
間
の
研

修
期
間
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
う
ち
１
か
月
間
、
地
域
の
医

療
機
関
、
平
戸
市
民
病
院
や
生
月
病

院
で
研
修
を
し
ま
す
。 

　
こ
こ
で
の
経
験
は
素
晴
ら
し
い
経

験
で
、
将
来
役
立
つ
と
評
判
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
県
内
は
も
と
よ
り
全

国
か
ら
多
く
の
研
修
医
が
、
平
戸
市

に
勉
強
の
た
め
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

　
将
来
、
地
域
医
療
に
携
わ
る
医
師

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
平
戸
市
民
病
院
及
び
生
月
病
院
は
、

地
域
医
療
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
関
係
機
関
と
機
能
的
な
連

携
を
図
り
、
両
病
院
の
持
つ
機
能
を
十

分
に
活
か
し
な
が
ら
、
超
高
齢
社
会
に

対
応
で
き
る
拠
点
施
設
と
し
て
地
域
の

医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
医
療
制
度

改
革
や
診
療
報
酬
の
減
額
改
定
等
に
よ

り
、
経
営
状
況
は
極
め
て
厳
し
く
、
経

営
の
健
全
化
が
今
後
の
病
院
運
営
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年

度
に
設
置
し
た
「
平
戸
市
立
病
院
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
の
答
申
を
受
け
、
平

成
21
年
度
か
ら
は
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
に
経
営
形
態
を
変
更
し
、
事

業
管
理
者
の
設
置
に
よ
る
経
営
責
任
の

明
確
化
（
注
１
参
照
）
と
平
成
21
年
３

月
に
策
定
し
た
「
平
戸
市
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
」
（
以
下
「
改
革
プ
ラ
ン
」
）

の
実
施
に
よ
る
経
営
健
全
化
に
向
け
た

努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

   　
平
戸
市
民
病
院
で
は
、
平
成
15
年
度

か
ら
毎
年
、
純
損
失
（
赤
字
）
を
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
決
算

は
２
千
７
百
万
円
、
平
成
22
年
度
決
算

は
４
千
万
円
と
、
と
も
に
純
利
益
（
黒

字
）
を
計
上
し
、
経
営
状
況
は
大
幅
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
 

  

　
生
月
病
院
に
お
い
て
も
、
平
成
16
年

度
か
ら
毎
年
、
純
損
失
（
赤
字
）
を
計

上
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
決

算
は
２
千
百
万
円
、
平
成
22
年
度
決
算

は
３
千
５
百
万
円
と
、
と
も
に
純
利
益

（
黒
字
）
を
計
上
し
、
経
営
状
況
は
大

幅
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　市立病院では、経営状況の改善を図り、地域における医療の安定的かつ継続的な提供を

図るために、「平戸市立病院改革プラン」を策定し、現在その取組みを実施しています。 

今回はその進捗状況について経営状況を中心にお知らせします。 

計
画
期
間
は
平
成
21
年
度
か
ら 

平
成
23
年
度
ま
で
の
３
年
間 

平
成
21
年
・
22
年
度
決
算
に
お

い
て
両
病
院
と
も
黒
字
を
達
成 

  

  

  

1 4 0 

1 2 0 

1 0 0 

8 0 

6 0 

4 0 

2 0 

0 

2 0 

4 0 

平 戸 市 民 病 院 生 月 病 院 

（ 百 万 円 ） 

赤 

字   

黒 

字 

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

経営収支の推移 
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　胃の中の表面に付着するように存在する細菌です。 

従来、胃酸があるため胃には細菌は生息できないとされてきましたが、1983年、オーストラリアのWarren

博士とMarshall博士が培養に成功し、この発見によりノーベル賞が授与されました。 

 
 

　経口感染することは確実ですが、どこから感染するのか、食物や水道水からか、あるいはハエやペット

などからか、まだわかっていません。 

 
 

　ヘリコバクターピロリ菌のもつウレアーゼ活性が尿素を分解して二酸化炭素とアンモニアを作ります。

このアンモニアが胃表面粘膜に傷害（胃炎）を引き起こす原因となっています。慢性的に胃炎が持続して

萎縮性胃炎となり、さらに胃粘膜に腸上皮化生という腸粘膜に見られる様な変化を引き起こすと考えられ

ています。今までこの変化は加齢による変化とされてきましたが、現在ではヘリコバクターピロリ菌の関

連が強く示唆されています。 

 
 

　ヘリコバクターピロリ菌は20歳以前の幼少期に感染し、成人になってからの感染は少ないようです。こ

の菌の感染は社会経済状態と関係し、先進国で20～30％、開発途上国で80％、日本で50％の感染率（日

本は先進国の中で最も高い）と報告されています。感染率は上下水道の完備の状況と比例しているとも言

われています。 

　日本の現状は20歳代や30歳代では先進国と同様に20～30％台ですが、50歳以上の70％がヘリコバクタ

ーピロリ菌陽性者です。  

 
 

　ヘリコバクターピロリ菌感染→慢性活動性胃炎→萎縮性胃炎→ 腸上皮化生→胃がん発生のように段階的

進展が想定されており、菌の感染が直接的に即発がんと結びつくわけではありませんが深く影響する因子

の一つとされています。日本ではヘリコバクターピロリ菌陽性者は6000万人（全人口の約半分）いますが

胃がん患者数は23.5万人で陽性者のわずか0.4％に過ぎず、他の複数の因子（塩、焼き魚、タバコ、酒、ホ

ルモン、免疫異常など）も発がんに関与すると考えられています。 

　近年、胃がん検診ではヘリコバクターピロリ菌感染の有無をスクリーニング検査として次第に拡がって

きましたが、先に述べた事柄をよく認識しておけばヘリコバクターピロリ菌の感染陽性イコール胃がんで

はないことは理解できるでしょう。 

 
 

　胃内視鏡検査による検査法（鏡検法、培養法、迅速ウレアーゼ試験）と内視

鏡を用いない血清抗体法、尿素呼気試験、糞便中抗原測定などの検査法があり

ます。検診では主に簡便な血清抗体法が採用されています。 

 
 

　胃酸分泌抑制剤と２種類の抗生剤を１週間服用することが一般的治療で、90

％以上の除菌成功率がありますが、最近では耐性菌の影響でやや低下していま

す。除菌治療は胃潰瘍、十二指腸潰瘍患者に感染が確認された場合に保険適応

されていますが、潰瘍のない人や単に検診で感染が見つかった人に対しては保

険適応されず、自費治療となります。 

度島診療所所長　　 

　　　　田　　勉 

　平戸市民病院では、患者のみなさんにより苦痛の少ない胃カメラを受けていただくため、平成23年９月

28日から経鼻内視鏡（鼻から行う内視鏡）を導入しました。 

　経鼻内視鏡は従来のものよりぐっと細くなり(直径わずか５㎜)、オエッとなる感じ(おう吐反射)もずっと

軽減されます。また、今まで行っていた静脈麻酔やのどの麻酔が不要で、検査中の会話も可能、検査後の

絶食もいらないなど多くのメリットがあります。 

■苦痛が少ない　　 

　内視鏡は鼻にスムーズに挿入で

きる約５㎜の細さです。検査中の苦

痛が少ないため、強い麻酔の必要

もありません。 

■吐き気が起きにくい　　 

　内視鏡が舌のつけ根を通らず、

のどに触れることもないので、不快

感や吐き気をほとんど感じずに検

査を受けることができます。 

■会話ができる　　 

　検査中も会話が可能です。質問

をしたいとき、気分を告げたいとき

など、医師と自由にお話ができるの

で安心です。 

経口（口からの） 
内視鏡の場合 

経鼻（鼻からの） 
内視鏡の場合 

注意　1. 鼻腔（鼻の奥）が狭い場合、挿入できないことがあります。この場合、口からの検査に切り替えることがあります。 

　　　2. 検査後、まれに鼻血が出ることがあります。 

　がんは早くみつかれば、それだけ治癒の可能性も生存率も高くなります。なかでも日本人に多い胃腸の

がんには、内視鏡検査が早期発見につながる有効な検査方法のひとつといえます。しかも、早期がんであ

れば大きな手術をせずに、内視鏡を使った手術で取り除くことも可能です。医療技術の進歩によって、早

期に処置すればがんは治せる病気になってきていますので、みなさんの健康と安心のために、早期発見・

早期治療につながる内視鏡検査の定期検診をお勧めします。「内視鏡ってとても大変な検査なのでは…」

と思っている人も多いかと思いますが、ふつう胃の内視鏡検査は10～15分程度、場合によってはもっと早

く済む検査です。検査前日は、夜９時からものを食べないように言われます。 

　大腸内視鏡は胃の検査に比べ、検査前に少し工程が加わり

ますが、それは大腸の掃除をするためです。また、内視鏡の

挿入でも、大腸は曲がりくねった長い器官なので胃よりも時

間がかかります。大腸内視鏡検査では場合によって、検査の

際に粘膜切除やポリープ切除などの処置を行うこともあります。 

　胃でも大腸でも、がんの早期発見・治療には内視鏡検査が

欠かせないものとなっています。からだに不安があるようで

あれば、検査を受けて大きな安心を得ることをお勧めします。 

　　　　　　（平戸市民病院　外来看護班看護師　小楠義史） 

 

外科　　　　　田　貴幸  医師 

副院長　　　堤　　竜二  医師 

度島診療所長　　田　　勉  医師 

生月病院長　山下　雅巳  医師 

　　　（大腸ファイバー） 

副院長　　　堤　　竜二  医師 

外科　　　　　田　貴幸  医師 

午前 

午前 

午前 

第1、2、3週の 

午後 

午前 

午前 

月 

火 

水 

 

木 

金 

苦
し
く
な
い
で
す
か
？ 

大
丈
夫
で
す
。 
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　胃の中の表面に付着するように存在する細菌です。 

従来、胃酸があるため胃には細菌は生息できないとされてきましたが、1983年、オーストラリアのWarren

博士とMarshall博士が培養に成功し、この発見によりノーベル賞が授与されました。 

 
 

　経口感染することは確実ですが、どこから感染するのか、食物や水道水からか、あるいはハエやペット

などからか、まだわかっていません。 

 
 

　ヘリコバクターピロリ菌のもつウレアーゼ活性が尿素を分解して二酸化炭素とアンモニアを作ります。

このアンモニアが胃表面粘膜に傷害（胃炎）を引き起こす原因となっています。慢性的に胃炎が持続して

萎縮性胃炎となり、さらに胃粘膜に腸上皮化生という腸粘膜に見られる様な変化を引き起こすと考えられ

ています。今までこの変化は加齢による変化とされてきましたが、現在ではヘリコバクターピロリ菌の関

連が強く示唆されています。 

 
 

　ヘリコバクターピロリ菌は20歳以前の幼少期に感染し、成人になってからの感染は少ないようです。こ

の菌の感染は社会経済状態と関係し、先進国で20～30％、開発途上国で80％、日本で50％の感染率（日

本は先進国の中で最も高い）と報告されています。感染率は上下水道の完備の状況と比例しているとも言

われています。 

　日本の現状は20歳代や30歳代では先進国と同様に20～30％台ですが、50歳以上の70％がヘリコバクタ

ーピロリ菌陽性者です。  

 
 

　ヘリコバクターピロリ菌感染→慢性活動性胃炎→萎縮性胃炎→ 腸上皮化生→胃がん発生のように段階的

進展が想定されており、菌の感染が直接的に即発がんと結びつくわけではありませんが深く影響する因子

の一つとされています。日本ではヘリコバクターピロリ菌陽性者は6000万人（全人口の約半分）いますが

胃がん患者数は23.5万人で陽性者のわずか0.4％に過ぎず、他の複数の因子（塩、焼き魚、タバコ、酒、ホ

ルモン、免疫異常など）も発がんに関与すると考えられています。 

　近年、胃がん検診ではヘリコバクターピロリ菌感染の有無をスクリーニング検査として次第に拡がって

きましたが、先に述べた事柄をよく認識しておけばヘリコバクターピロリ菌の感染陽性イコール胃がんで

はないことは理解できるでしょう。 

 
 

　胃内視鏡検査による検査法（鏡検法、培養法、迅速ウレアーゼ試験）と内視

鏡を用いない血清抗体法、尿素呼気試験、糞便中抗原測定などの検査法があり

ます。検診では主に簡便な血清抗体法が採用されています。 

 
 

　胃酸分泌抑制剤と２種類の抗生剤を１週間服用することが一般的治療で、90

％以上の除菌成功率がありますが、最近では耐性菌の影響でやや低下していま

す。除菌治療は胃潰瘍、十二指腸潰瘍患者に感染が確認された場合に保険適応

されていますが、潰瘍のない人や単に検診で感染が見つかった人に対しては保

険適応されず、自費治療となります。 

度島診療所所長　　 

　　　　田　　勉 

　平戸市民病院では、患者のみなさんにより苦痛の少ない胃カメラを受けていただくため、平成23年９月

28日から経鼻内視鏡（鼻から行う内視鏡）を導入しました。 

　経鼻内視鏡は従来のものよりぐっと細くなり(直径わずか５㎜)、オエッとなる感じ(おう吐反射)もずっと

軽減されます。また、今まで行っていた静脈麻酔やのどの麻酔が不要で、検査中の会話も可能、検査後の

絶食もいらないなど多くのメリットがあります。 

■苦痛が少ない　　 

　内視鏡は鼻にスムーズに挿入で

きる約５㎜の細さです。検査中の苦

痛が少ないため、強い麻酔の必要

もありません。 

■吐き気が起きにくい　　 

　内視鏡が舌のつけ根を通らず、

のどに触れることもないので、不快

感や吐き気をほとんど感じずに検

査を受けることができます。 

■会話ができる　　 

　検査中も会話が可能です。質問

をしたいとき、気分を告げたいとき

など、医師と自由にお話ができるの

で安心です。 

経口（口からの） 
内視鏡の場合 

経鼻（鼻からの） 
内視鏡の場合 

注意　1. 鼻腔（鼻の奥）が狭い場合、挿入できないことがあります。この場合、口からの検査に切り替えることがあります。 

　　　2. 検査後、まれに鼻血が出ることがあります。 

　がんは早くみつかれば、それだけ治癒の可能性も生存率も高くなります。なかでも日本人に多い胃腸の

がんには、内視鏡検査が早期発見につながる有効な検査方法のひとつといえます。しかも、早期がんであ

れば大きな手術をせずに、内視鏡を使った手術で取り除くことも可能です。医療技術の進歩によって、早

期に処置すればがんは治せる病気になってきていますので、みなさんの健康と安心のために、早期発見・

早期治療につながる内視鏡検査の定期検診をお勧めします。「内視鏡ってとても大変な検査なのでは…」

と思っている人も多いかと思いますが、ふつう胃の内視鏡検査は10～15分程度、場合によってはもっと早

く済む検査です。検査前日は、夜９時からものを食べないように言われます。 

　大腸内視鏡は胃の検査に比べ、検査前に少し工程が加わり

ますが、それは大腸の掃除をするためです。また、内視鏡の

挿入でも、大腸は曲がりくねった長い器官なので胃よりも時

間がかかります。大腸内視鏡検査では場合によって、検査の

際に粘膜切除やポリープ切除などの処置を行うこともあります。 

　胃でも大腸でも、がんの早期発見・治療には内視鏡検査が

欠かせないものとなっています。からだに不安があるようで

あれば、検査を受けて大きな安心を得ることをお勧めします。 

　　　　　　（平戸市民病院　外来看護班看護師　小楠義史） 

 

外科　　　　　田　貴幸  医師 

副院長　　　堤　　竜二  医師 

度島診療所長　　田　　勉  医師 

生月病院長　山下　雅巳  医師 

　　　（大腸ファイバー） 

副院長　　　堤　　竜二  医師 

外科　　　　　田　貴幸  医師 
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▲出前講座にも参加しています 

▲幼児健診の様子 

層
の
患
者
さ
ん
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
ど
ん
な
患
者
さ
ん
で
も
来

ら
れ
る
、
24
時
間
ど
ん
な
病
気
に
も
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
は
、
並
大
抵
の
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
地
域
医
療

を
実
践
し
続
け
る
先
生
方
や
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
皆
さ
ん
の
支
え
と
な
る
の
が
、

冒
頭
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
の
何
気
な
い

一
言
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
毎
週
リ
ハ
ビ
リ
外
来
で
お
会
い
す
る

患
者
さ
ん
が
、
私
の
最
後
の
診
察
日
に

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　
「
先
生
の
顔
を
見
る
と
元
気
に
な
る

と
よ
」 

　
私
の
方
が
、
元
気
と
温
か
い
気
持
ち

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
７
月
１
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
７
月
31
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
） 

   

　
２
０
１
１
年
８
月
１
日
、
25
年
間
長

崎
で
生
ま
れ
育
っ
て
初
め
て
平
戸
・
生

月
に
来
ま
し
た
。
平
戸
大
橋
を
渡
っ
て

か
ら
生
月
大
橋
、
生
月
病
院
ま
で
の
道

の
り
の
光
景
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。 

　
１
か
月
と
い
う
短
い
期
間
の
研
修
で

し
た
が
、
生
月
病
院
で
の
毎
日
の
診
療

や
島
の
方
々
と
の
出
会
い
は
、
新
鮮
な

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
体
験
で
き
な
い
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
そ
し
て
離
島
及
び
へ
き
地
医

療
の
現
状
と
い
う
も
の
も
垣
間
見
る
こ 

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

　
将
来
、
離
島
・
へ
き
地
医
療
に
従
事

す
る
身
と
し
て
は
、
こ
の
１
か
月
間
の

経
験
は
、
と
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
必
要
と

し
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
を
改
め
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

医
療
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
か
ら
の
研
修

の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
、
将
来
地
域
に

還
元
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
山
下
院
長

は
じ
め
職
員
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
１
か
月
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
８
月
１
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
８
月
31
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
） 

 

 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
　
純
一 ▲施設回診の様子 

　
医
師
免
許
取
得
後
、
２
年
間
の
研

修
期
間
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
う
ち
１
か
月
間
、
地
域
の
医

療
機
関
、
平
戸
市
民
病
院
や
生
月
病

院
で
研
修
を
し
ま
す
。 

　
こ
こ
で
の
経
験
は
素
晴
ら
し
い
経

験
で
、
将
来
役
立
つ
と
評
判
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
県
内
は
も
と
よ
り
全

国
か
ら
多
く
の
研
修
医
が
、
平
戸
市

に
勉
強
の
た
め
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

　
将
来
、
地
域
医
療
に
携
わ
る
医
師

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
平
戸
市
民
病
院
及
び
生
月
病
院
は
、

地
域
医
療
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
関
係
機
関
と
機
能
的
な
連

携
を
図
り
、
両
病
院
の
持
つ
機
能
を
十

分
に
活
か
し
な
が
ら
、
超
高
齢
社
会
に

対
応
で
き
る
拠
点
施
設
と
し
て
地
域
の

医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
医
療
制
度

改
革
や
診
療
報
酬
の
減
額
改
定
等
に
よ

り
、
経
営
状
況
は
極
め
て
厳
し
く
、
経

営
の
健
全
化
が
今
後
の
病
院
運
営
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年

度
に
設
置
し
た
「
平
戸
市
立
病
院
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
の
答
申
を
受
け
、
平

成
21
年
度
か
ら
は
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
に
経
営
形
態
を
変
更
し
、
事

業
管
理
者
の
設
置
に
よ
る
経
営
責
任
の

明
確
化
（
注
１
参
照
）
と
平
成
21
年
３

月
に
策
定
し
た
「
平
戸
市
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
」
（
以
下
「
改
革
プ
ラ
ン
」
）

の
実
施
に
よ
る
経
営
健
全
化
に
向
け
た

努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

   　
平
戸
市
民
病
院
で
は
、
平
成
15
年
度

か
ら
毎
年
、
純
損
失
（
赤
字
）
を
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
決
算

は
２
千
７
百
万
円
、
平
成
22
年
度
決
算

は
４
千
万
円
と
、
と
も
に
純
利
益
（
黒

字
）
を
計
上
し
、
経
営
状
況
は
大
幅
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
 

  

　
生
月
病
院
に
お
い
て
も
、
平
成
16
年

度
か
ら
毎
年
、
純
損
失
（
赤
字
）
を
計

上
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
決

算
は
２
千
百
万
円
、
平
成
22
年
度
決
算

は
３
千
５
百
万
円
と
、
と
も
に
純
利
益

（
黒
字
）
を
計
上
し
、
経
営
状
況
は
大

幅
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　市立病院では、経営状況の改善を図り、地域における医療の安定的かつ継続的な提供を

図るために、「平戸市立病院改革プラン」を策定し、現在その取組みを実施しています。 

今回はその進捗状況について経営状況を中心にお知らせします。 

計
画
期
間
は
平
成
21
年
度
か
ら 

平
成
23
年
度
ま
で
の
３
年
間 

平
成
21
年
・
22
年
度
決
算
に
お

い
て
両
病
院
と
も
黒
字
を
達
成 

  

  

  

1 4 0 

1 2 0 

1 0 0 

8 0 

6 0 

4 0 

2 0 

0 

2 0 

4 0 

平 戸 市 民 病 院 生 月 病 院 

（ 百 万 円 ） 

赤 

字   

黒 

字 

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

経営収支の推移 
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▲評価委員会の様子 

     力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
生
月
病
院
で
学
ん
だ
地
域
医
療
の
経

験
を
ど
こ
に
行
っ
て
も
生
か
せ
る
よ
う

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
６
月
１
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
６
月
30
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
）
 

　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
１
か
月
間
、

地
域
医
療
研
修
に
参
り
ま
し
た
白
水
春

香
と
申
し
ま
す
。
７
月
の
１
か
月
間
、

生
月
病
院
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
不
安
だ
ら
け
で
の
研
修
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
先
生
方
や
看
護
師
、
事

務
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
と
て

も
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　
業
務
は
主
に
外
来
、
入
院
患
者
の
対

応
の
他
に
、
健
康
診
断
や
予
防
接
種
、

学
校
保
健
委
員
会
、
往
診
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
回
診
な
ど
で
、
長
崎
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う

な
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
、
い
ろ
い

ろ
と
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
外
来
で
は
専
門
科
の
枠
を

超
え
て
様
々
な
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
受

診
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
い
知
識
と
対
応

能
力
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

病
気
の
診
断
を
つ
け
て
い
く
上
で
プ
ラ

イ
マ
リ
ケ
ア
医
と
し
て
の
考
え
方
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
往
診
で
は
医
師
が
患

者
さ
ん
の
生
活
の
場
所
に
直
接
入
っ
て

い
く
こ
と
、
患
者
さ
ん
の
普
段
の
生
活

の
中
に
医
療
が
溶
け
込
ん
で
い
る
姿
を

見
て
、
ま
さ
に
地
域
医
療
の
原
点
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域
医
療
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
１
か
月
間
で
し

た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
糧
と
し
て
、
よ
り
よ
い
医
療
人
に
な

れ
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
生
月
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
７
月
１
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
７
月
31
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
）
 

 

　
「
先
生
の
顔
を
見
る
と
が
楽
し
み
や

け
ん
」 

　
生
月
病
院
で
の
研
修
初
日
、
内
科
外

来
で
主
治
医
の
先
生
へ
そ
う
言
っ
た
患

者
さ
ん
の
笑
顔
が
鮮
や
か
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。 

　
毎
日
の
外
来
・
病
棟
で
の
診
療
に
加

え
往
診
、
老
人
ホ
ー
ム
の
回
診
、
健
診

や
予
防
接
種
、
更
に
隔
日
で
訪
れ
る
当

直
と
待
機
。
島
民
の
健
康
と
生
活
を
支

え
る
病
院
で
の
勤
務
は
多
彩
で
、
非
常

に
ハ
ー
ド
な
も
の
で
す
。
私
も
実
際
、

０
歳
の
女
の
子
か
ら
１
０
２
歳
に
な
ろ

う
と
す
る
人
生
の
大
先
輩
ま
で
幅
広
い 

▲予防接種の様子 

▲往診の様子 

▲施設回診の様子 

▲施設回診の様子 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　

白
水
　
春
香 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
 

高
比
良
　
飛
香 

 

　
こ
れ
は
、
平
成
21
年
度
に
お
け
る
国

の
財
政
措
置
の
拡
充
が
主
な
要
因
で
す

が
、
看
護
基
準
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る

収
益
増
や
、
人
件
費
の
抑
制
な
ど
に
よ

る
経
費
削
減
と
い
っ
た
経
営
改
善
の
た

め
に
実
施
し
た
具
体
的
な
取
組
み
も
大

き
く
影
響
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
経
営
改
善
に
努
め
ま
す
。
 

 

　
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
改
革
プ
ラ

ン
で
は
、
経
常
収
支
の
黒
字
化
だ
け
で

は
な
く
、
不
良
債
務
（
注
２
参
照
）
の

解
消
も
大
き
な
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
こ
れ
ま
で
に
生
月
病
院
で
は
不
良
債

務
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、
平
戸

市
民
病
院
で
は
平
成
17
年
度
以
降
、
度

重
な
る
診
療
報
酬
の
減
額
改
定
や
、
医

療
圏
人
口
の
減
少
に
伴
う
外
来
患
者
数

の
減
少
等
に
よ
っ
て
徐
々
に
不
良
債
務

が
増
加
し
、
平
成
20
年
度
末
に
は
１
億

７
千
８
百
万
円
ま
で
膨
れ
上
が
り
ま
し

た
。
 

　
着
実
な
改
革
プ
ラ
ン
の
実
行
に
よ
り
、

平
成
21
年
度
末
に
は
９
千
８
百
万
円
ま

で
圧
縮
し
、
平
成
22
年
度
末
に
は
不
良

債
務
を
全
額
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
 

 
今
後
も
経
費
節
減
な
ど
の
経
営
健
全

化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
安
定
し
た
経

営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
等
に
つ
い

て
、
客
観
的
な
検
証
・
評
価
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
病
院
事
業
管
理
者
の

附
属
機
関
と
し
て
、
「
平
戸
市
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
 

　
地
域
住
民
代
表
や
市
内
医
療
関
係
者
、

学
識
経
験
者
な
ど
８
名
の
委
員
を
委
嘱

し
、
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
や
公
立

病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
る
医
療
機
能
の

発
揮
の
状
況
等
に
つ
い
て
審
議
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
に
５
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
現
在
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

   

改
革
プ
ラ
ン
の
点
検
・
評
価
・ 

　

見
直
し
等
に
つ
い
て
審
議
中 

平
成
22
年
度
で
平
戸
市
民
病
院
の 

　
　
　
　
　  

不
良
債
務
を
解
消 

　地方公営企業は、病院事業、水道事業など、地域住民の生活や地域

の発展のために必要なサービスを提供するために地方公共団体が経営

する企業です。 

　地方公営企業では事業管理者を定めることができ、本来は市長にあ

る組織や財務、職員の身分取り扱いなどの権限が病院事業管理者に渡

され、拡大された権限により、公営企業に求められる柔軟性、迅速性

に富んだ経営が可能となります。 

　地方公営企業では、黒字又は赤字とは「純損益（純利益、純損失）」

のほかに、「累積欠損金」「不良債務」が赤字として用いられます。 

　このうち「不良債務」とは、流動資産（現金預金、未収金など）

を流動負債（未払金、前受金など）が超えている状況、いわゆる資

金不足が生じていることを示します。このため、損益収支は黒字で

も、資本収支で資金不足になっているときは、不良債務によれば損

益・資本の両収支の資金繰りを判断することができるからです。 

（13） （8） 平成23年10月15日 平成23年10月15日 

竜んおとし子 竜んおとし子 



▲オフタイムには川内峠に登りました ▲訪問診療の様子 

　
８
月
１
日
か
ら
26
日
ま
で
の
４
週
間
、

平
戸
市
民
病
院
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
横
浜
労
災
病
院
研
修
医
２

年
目
の
大
原
亜
沙
実
と
申
し
ま
す
。
 
 

　
平
戸
特
有
の
気
質
な
の
か
、
九
州
特

有
の
気
質
な
の
か
、
平
戸
市
民
病
院
で

研
修
し
て
い
る
間
に
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
は
、
み
な
さ
ん
温
か
く
私
を
受
け

入
れ
て
下
さ
り
、
何
不
自
由
な
く
研
修

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
研
修
中
に
常
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、

病
院
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
の

健
康
を
守
ろ
う
と
働
き
か
け
て
い
る
こ

と
で
し
た
。
 

　
医
療
機
関
の
乱
立
し
て
い
る
都
市
と

は
異
な
り
、
へ
き
地
に
は
医
療
機
関
・

医
療
従
事
者
は
少
な
く
、
平
戸
も
そ
の

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
に
他
の

病
院
は
な
く
、
そ
の
た
め
平
戸
市
民
病

院
の
方
々
は
自
ら
が
地
域
の
健
康
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
意
識
も
高
く
、
利
益

等
に
と
ら
わ
れ
な
い
診
療
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
働
い
て
い
る
人
を
対
象
と
し

た
時
間
外
の
夜
間
健
診
や
生
活
習
慣
病

外
来
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
利
用
し
た
離

島
へ
の
訪
問
診
療
、
出
前
講
座
等
は
そ

の
代
表
で
す
。
 
 

　
病
気
だ
け
を
診
ず
、
そ
の
患
者
さ
ん

の
生
活
背
景
・
家
族
、
そ
し
て
地
域
全

体
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
は
、
今
後
超

高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
全
国

で
も
必
要
と
さ
れ
て
い
く
医
療
で
す
。
 

　
私
は
最
後
の
最
後
ま
で
毎
日
目
新
し

い
こ
と
ば
か
り
だ
と
感
じ
て
お
り
、
平

戸
の
医
療
を
知
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

が
足
り
な
い
よ
う
で
す
。
４
週
間
と
い

う
短
期
の
研
修
で
は
こ
ち
ら
の
病
院
の

長
年
の
取
り
組
み
の
ほ
ん
の
一
部
を
垣

間
見
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
地
域
を
包
括
し

た
医
療
と
い
う
も
の
を
見
て
、
そ
の
一

部
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
は
大

き
な
感
銘
と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
短
い
期
間

で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
ご
指
導
下
さ

い
ま
し
た
先
生
方
、
受
け
入
れ
て
下
さ

っ
た
病
院
職
員
の
方
々
、
地
域
の
み
な

さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

８
月
25
日
、
研
修
に
関
す
る
発
表
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
生
方
だ

け
で
は
な
く
病
院
内
の
様
々
な
方
が
来

て
、
私
の
研
修
は
病
院
、
地
域
の
方
に

支
え
ら
れ
て
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
た
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
８
月
１
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
８
月
26
日
 

　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
）
 

   

　
１
か
月
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、

先
生
方
及
び
看
護
師
、
病
院
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
に
公
私
共
々
お
世
話
に
な
っ
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

　
未
熟
な
が
ら
も
見
知
ら
ぬ
土
地
で
地

域
医
療
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

は
２
年
間
の
研
修
生
活
の
中
で
も
貴
重

な
１
か
月
で
し
た
。
一
番
強
く
感
じ
た

の
は
地
域
住
民
の
方
々
と
医
療
従
事
者

と
の
結
び
つ
き
で
す
。
生
月
町
民
は
生

月
病
院
が
か
か
り
つ
け
で
あ
り
、
医
療

者
側
と
患
者
側
は
お
互
い
を
よ
く
理
解

さ
れ
信
頼
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
限
ら
れ
た
設
備
の
元
で
は
あ

り
ま
す
が
素
早
く
、
個
々
に
あ
っ
た
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

齢
化
が
進
む
中
で
ど
の
よ
う
に
医
療
が

対
応
し
て
い
く
か
は
生
月
の
島
に
た
く

さ
ん
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
気
が

し
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
普
段
あ
ま
り

行
う
機
会
が
な
い
外
来
診
察
や
エ
コ
ー

検
査
を
数
多
く
や
ら
せ
て
頂
き
、
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
熱
心
に
ご
指
導
頂
い
た

先
生
方
の
お
か
げ
で
、
自
分
に
と
っ
て 

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構 

　
　
　
　
　
　
横
浜
労
災
病
院 

　
　
　
　
　
　
　 

大
原
　
亜
沙
実 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　 
　  

岩
永
　
　
健 

　一部の抗菌薬 ／ 一部の骨粗しょう症など 
　牛乳に含まれるカルシウムと薬が結合し薬の吸収が低下し効果が弱くなること

があります。 

※この他、スポーツ飲料水などでも同様に起こることがあります。 

　一部の抗真菌薬 
　脂肪分によく溶ける性質のため吸収が良くなります。効き過ぎたり副作用が現

れやすくなります。 

　腸で溶けるタイプの薬 
　胃酸が中和され、腸で溶けるはずの薬が胃の中で溶け、胃が荒れたり腸からの

吸収が遅れ効果が弱くなることがあります。 

 

　鉄剤 
　以前はお茶に含まれるタンニン酸と結合し吸収が悪くなると言われていました

が、試験の結果では、服用全体からみるとごくわずかで、今は特に影響はないと

されています。 

 

　炭酸飲料は酸性のため酸性状態で吸収が低下する薬は一緒に飲むと効果が弱くな

ることがあります。 

 

　一部の高血圧 ／ 狭心症の薬 
　グレープフルーツの成分（フラボノイド）が薬を代謝（分解・無毒化）する酵

素の働きを妨害し、薬の効果を強めて副作用が出やすくなります。 

　研究の結果では半日くらいで影響は出ないという報告もあります。朝に薬を飲

む場合は、昼以降に摂るようにしましょう。 

 

　薬とお酒を一緒に飲むと薬の作用が強くなったり弱くなったりするだけではなく、

お酒により薬の成分が分解されたり、薬本来の効果以外の副作用が現れることもあ

り大変危険ですので、お酒で薬を飲むことは避けてください。 

　そのため、卵酒と風邪薬を一緒に飲めば効果が倍増すると思っていては大変なこ

とになります。卵酒だけであれば大丈夫ですが、一緒に風邪薬を飲めば中枢神経に

対して抑制効果が強くなりますので、副作用の危険性が高くなってしまいます。 

　薬との飲み合わせについての一例をご紹介しました。 

　同じ働きを持つ薬でも相互作用を起こす薬と起こさない薬があり、相互作用を起こす組み合わせも多種

多様です。分からないことがあれば、医師・薬剤師へご相談ください。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生月病院　薬剤師　青木知子） 

　薬は水やぬるま湯で飲むことが原則ですので、水なしで薬を飲むことは避けてください。 

　（トローチ、舌下錠、チュアブル錠などの水なしで飲めるものは除きます。） 

　水なしで飲むと薬が溶けず、そのまま排泄されたり薬が喉や食道に引っかかったまま溶

け炎症や潰瘍を起こすことがあります。粉薬などは気管に入り肺炎を起こすこともあります。 

　水以外の飲み物と薬を飲んだ場合、飲み合わせによっては相互作用が起こり薬の効き目が左右されたり、

副作用が発現しやすくなります。しかし、仕方なく身近なもので飲んでしまうことがあります。　 

　いざという場合に問題がないように注意したい薬との飲み合わせについて紹介します。 

（7） （14） 平成23年10月15日 平成23年10月15日 

竜んおとし子 竜んおとし子 



独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構 

　
　
　
　
　
　
横
浜
労
災
病
院 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
田
　
望 

 

地
域
医
療
を
学
ぶ 

地
域
医
療
を
学
ぶ 

　
平
戸
市
民
病
院
と
生
月
病
院
に
は
、
年
間
を
通
じ
多
く
の
研
修
医
の
先
生
が
地

域
医
療
を
学
ぶ
た
め
に
研
修
に
来
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
土
地
や
言
葉
に
囲
ま
れ

て
、
研
修
生
活
を
送
ら
れ
る
み
な
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

　 　
医
療
の
地
域
格
差
、
へ
き
地
医
療
の

崩
壊
、
医
師
の
偏
在
な
ど
地
域
医
療
を

と
り
ま
く
様
々
な
問
題
が
提
言
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
に
現
地
で
へ
き
地
医
療

を
体
感
す
る
ま
で
は
、
想
像
も
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
医
療
は
超
高
齢

社
会
の
日
本
に
と
っ
て
最
先
端
の
医
療

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
４
週
間
の
現
地
の
実
習
で
私
が
感

じ
た
以
下
の
観
点
か
ら
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

   

　
都
会
で
は
専
門
科
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、

す
ぐ
に
専
門
科
を
受
診
し
、
自
分
に
合

う
医
師
を
探
す
（
ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
）
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
専
門
科

の
治
療
を
簡
単
に
受
け
ら
れ
な
い
地
域

の
患
者
は
不
幸
／
不
公
平
だ
ろ
う
か
？ 

結
論
は
Ｎ
Ｏ
で
あ
る
と
考
え
る
。 

■
病
院
が
そ
こ
し
か
な
い
た
め
、
い
つ 

も
同
じ
病
院
に
か
か
る
＝
か
か
り
つ

け
医
が
あ
る
。 

■
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
科
コ
ン
サ
ル
ト 

と
い
う
理
想
の
形
。
必
要
が
な
け
れ

ば
、
専
門
外
で
す
と
断
ら
れ
他
の
科

に
再
受
診
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
場

で
解
決
し
て
も
ら
え
る
。 

■
家
族
背
景
や
住
環
境
な
ど
個
人
の
状 

況
ま
で
考
慮
、
地
域
医
療
連
携
の
介

入
も
素
早
く
訪
問
な
ど
の
対
応
も
あ

る
。
特
に
高
齢
者
に
は
優
し
い
医
療 

　
こ
れ
ら
は
地
域
に
密
着
し
た
病
院
で

あ
る
か
ら
こ
そ
と
考
え
る
。
医
師
の
数

が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
が

専
門
以
外
も
勉
強
し
情
報
共
有
し
、
来

院
し
た
す
べ
て
の
患
者
を
診
て
い
る
。

専
門
外
だ
か
ら
診
ま
せ
ん
と
断
っ
て
も
、

専
門
の
病
院
は
か
な
り
遠
い
た
め
可
哀

相
だ
な
ど
の
、
先
生
方
の
情
熱
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
必
要
が
あ
れ

ば
遠
く
の
病
院
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
、
理
想
的

コ
ン
サ
ル
ト
の
形
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
日
本
で
は
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
都
市
部
で
は
か
か
り
つ
け
医

を
持
た
な
い
人
が
多
く
、
専
門
科
診
察

の
た
め
、
い
く
つ
も
の
病
院
に
か
か
っ

て
お
り
、
総
合
的
に
１
人
の
患
者
を
住

環
境
や
介
護
ま
で
積
極
的
に
介
入
す
る

医
師
は
少
な
く
患
者
は
孤
立
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。 

　
超
高
齢
社
会
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

現
代
の
日
本
の
医
療
の
、
解
決
の
糸
口

が
平
戸
市
民
病
院
に
は
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
７
月
１
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
7
月
29
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
） 

  

  

▲オペ中の様子 ▲押淵院長とのエコー診療 

 

　生月病院では、一般診療のほかに、整形外科・循

環器科・血液内科・泌尿器科などの特別診療、救急

外来・健診などを行い、地域住民の健康管理を担っ

ています。 

　また、昨年５月には外来診察室の改修を行いまし

た。さらに12月にはオーダリングシステムを導入し

ました。これは受付した時点で各検査室及び診察室

の受付が同時にでき、診察が終わればすぐに会計が

できるため、待ち時間の短縮が可能となりました。 

　私たち外来スタッフは、地域性を生かし患者さん

の要望にできるだけ対応できるよう日々頑張ってい

ます。 

　お気付きの点がありましたら、ご遠慮なく声をか

けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★今年度特定健診を受けていない人は年に１回 

は健診を受け、自分の体の健康チェックをお

勧めいたします。 

 

▲生月病院外来スタッフ 

「
地
域
医
療
し
か
受
け
ら
れ
な
い
患
者 

は
不
幸
／
不
公
平
か
？
」
に
つ
い
て 

 

　厚生労働省は平成22年4月から新人看護職員研修を各病院で実施することを努力義務としました。 

　この背景には、卒後初めて就業する看護師が、基礎教育終了時の能力と実際の医療現場で求められ

る能力の差を実感し不安を感じている方が多いということがあります。 

　そこで新人看護職員の離職防止と安全な医療を提供することを目的に努力義務化されました。 

　平戸市民病院ではこれまで看護職員の研修についてはプログラムを作って実施してきました。しか

し新人のみを対象としたプログラムがなかったため、初めて入職する方を対象に厚生労働省の新人看

護職員研修ガイドラインに沿ってプログラムを作成しました。その内容は看護協会の集合研修への参

加と、平戸市民病院独自の地域包括医療・ケアに関する項目も加えたプログラムとなっています。講

師も看護師だけではなく全職員で行い皆様を職員全員でサポートします。 

　新人の方が初めて入職されても今まで以上に安心した研修ができる環境になっています。 

地域で働きたい方、一緒に学んで地域づくりに貢献してみませんか？ 

プログラムにつきましては平戸市民病院ホームぺージに掲載しております。 
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平戸市民病院　看護部教育部会　井手千雪 
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▲着任された河部英明医師 

（16） 

　地域の医療機関では、医師だけでなく、看護師、検査技師、薬剤師、などの医療スタッフ不足です。

さらに、都市と比較して高い高齢化率。地域の医療は遅れた医療なのでしょうか？いいえ、少ないスタ

ッフは機動力を備えたチーム医療となり、高い高齢化率は10年先行く日本の姿。実は、将来を先取りし

た医療の姿なのです。さらに、予防医療で病気を少なくし、健康診断で早期発見・治療につなげ、充実

した福祉で安心を提供することが　平戸市民病院と保健センターで展開する地域包括医療・ケアです。

このような医療・ケアを学ぶためH17年より長崎大学病院へき地病院再生支援・教育機構が活動を開始

しました。いまでは、日本全国から多くの研修医が学ぶためにやってきます。毎年夏には、医学生をは

じめ医療関係者に地域医療を感じていただくための「地域医療合宿」を開催しています。全国の地域で

活躍中の先生による講演や、訪問診療や看護、リハビリへの参加、そして地域体を通して地域を支える

医療について考えます。 

　８月26～28日、平戸市民病院において、「地域医療とケア」を

考え・体験する夏合宿が開催されました。九州内外の医師、医療

関係者、医学生37名が参加しました。講演会や地域の人たちを交

えてのワークショップの他、漁師体験にもチャレンジし、平戸の

地域医療や地域の生活を体験しました。 

平戸市民病院の地域医療とは？ 

漁師体験 

洛和会  音羽病院（京都） 
松村　理司　院長 

「民主的な議論に基づく科学的なチーム医療」を目指すために、

アメリカやカナダから医師を招聘するユニークな医学教育をし

てきた。そういった優れた臨床能力を有する北米の医師を「大

リーガー医」と名づけた、名づけ親である。 

体験後の感想を一部紹介します。 

～高齢の方は、訪問診療を本当に楽しみに

していらっしゃるということが一番印象に

残りました。先生方もフランクに日常会話

をしていてその中でもしっかりと所見、問

診をとっていらっしゃったことに非常に驚

きました。地域医療に密着させていただい

たのは初めてでしたが、面白いと感じられ

たのが一番の収穫です。～ 
NHKの取材に応じる 
医学生 

　河部先生は多くの県内外の病院で活躍され今年９月12日に生月病院に着任されました。河部先

生の診察は火曜日・木曜日となっています。 

・外科学会認定医・消化器外科学会認定医・認定産業医 

　 

　昭和52年長崎大学医学部を卒業し、長崎大学医学

部第１外科医局に在籍し、各病院にて訓練してきま

した。専門は一般外科です。本年９月から平戸市立

生月病院勤務となりました。不慣れではありますが、

どうぞよろしくお願い致します。 

      

　
高
校
生
の
時
、
ニ
ュ
ー
ス
で
無
医
村

の
特
集
を
見
て
私
に
も
お
手
伝
い
が
出

来
な
い
か
と
思
い
、
薬
剤
師
と
い
う
医

療
の
道
を
選
び
ま
し
た
。 

　
私
は
大
阪
生
れ
の
大
阪
育
ち
、
こ
て

こ
て
の
関
西
人
で
す
が
、
平
戸
に
初
め

て
訪
れ
た
時
か
ら
な
ぜ
か
懐
か
し
い
、

昔
の
祖
父
母
の
お
家
を
思
わ
せ
る
安
心

感
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
平
戸
市
は
ご
高
齢
の
方
の
割
合
が
多

い
地
域
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
も
と
も

と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子

の
私
は
地
元
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
薬
の
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
何
で

も
気
軽
に
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
は
じ
め
ま
し
て
、
柴
山
　
剛
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
宮
の
浦
で
す
。
31
歳
に

な
り
ま
す
。 

　
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
。
尊
敬
す
る
人
、

三
浦
和
良
。
最
近
読
ん
だ
本
「
心
を
整

え
る
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
　
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
」
。 

　
地
元
に
就
職
で
き
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
以
前
は
福
岡
徳
洲
会
病
院
Ｉ
Ｃ

Ｕ
で
勤
務
し
、
９
月
１
日
か
ら
平
戸
市

民
病
院
の
外
来
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
早

く
仕
事
を
覚
え
、
質
の
高
い
看
護
の
提

供
を
行
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

平
戸
市
民
病
院 

　
薬
剤
師 

　
中
村
　
仁
美 

平
戸
市
民
病
院 

　
外
来
看
護
師 

　
柴
山
　
　
剛 

４
人
の
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す 
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平
戸
市
民
病
院
で
は
、
月
に
２
回
中

南
部
の
各
地
区
に
う
か
が
い
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
の
説
明
、
寸
劇
、
意
見
交

換
な
ど
を
行
う
出
前
講
座
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
　 

　
今
後
の
予
定
は
、 

　
10
月
25
日
　
　
大
川
原 

　
11
月
８
日
　
　
木
場 

　
11
月
22
日
　
　
大
石
脇 

　
12
月
６
日
　
　
朶
の
原 

　
12
月
20
日
　
　
深
川 

　
１
月
10
日
　
　
宝
亀
第
１ 

　
１
月
24
日
　
　
宝
亀
第
４ 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

お
仕
事
等
で
大
変
お
忙
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
ぜ
ひ
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

    

 

　
平
戸
市
民
病
院
及
び
生
月
病
院
で
は
、

10
月
１
日
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
接
種
回

数
は
次
の
通
り
で
す
。 

・
１
歳
〜
13
歳
未
満
…
２
回 

・
13
歳
以
上
…
原
則
１
回
（
医
師
の
判

　
断
に
よ
り
２
回
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
） 

　
平
成
23
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種

は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
と
同
じ
で
、
新
型
（
Ｈ

１
Ｎ
１
）
と
季
節
性
の
Ａ
香
港
型
（
Ｈ

３
Ｎ
２
）
と
Ｂ
型
の
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
と
な
り
ま
す
。 

　
１
歳
か
ら
就
学
前
の
人
は
、
必
ず
母

子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
60
歳
〜
64
歳
で
特
定
の
障
害
な
ど
有

す
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）
及

び
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
証
明
書
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
接
種
費
用
助
成
対
象
者
と
、
接
種
費

用
に
つ
い
て
は
、
下
の
表
に
て
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

平
戸
市
民
病
院 

　
外
来
看
護
班 

　 

看
護
師 

　
　
平
岡
　
希 

平
戸
市
民
病
院 

　
薬
剤
班
助
手 

　
小
山
真
由
美 

　昨年、北海道から参加した検査技師の磯辺さんから、嬉し

い便りが届きました。いただいたお手紙の一部を紹介します。 

～「平戸と大学で育てる地域医療」夏の合宿に参加するこ

とにより、地域や患者さんのニーズに合ったチーム医療の

あり方などについて考えるきっかけとなりました。臨床検

査技師として単純に検査を正確で迅速に行うだけでなく、

患者さんや家族の思いから満足までの考え方を大切にする

診療・治療支援、患者支援など支援活動と院内の情報発信

基地とした臨床検査の充実を目指し、「チーム医療」への

貢献を意識して「職域を拡大する環境」作りが必要である

と感じ日々研磨しているところでございます。また、医師

招へい対策では、内科医師１人・整形外科医１人の採用が

決まりました。平戸での経験が多く役立ったものと嬉しく

思います～　また、磯辺さんからは夏合宿の差し入れに、

とうもろこしをたくさんいただきました。　 

　今回、参加した薬剤

師の中村仁美さんが、

10月から平戸市民病院

で勤務することになり

ました。　 

　中村さんは、平戸で

感じた安心感が、大阪

から転居する決め手と

なったようです。 

日本でのER型救急医の草分け。

福井という地方都市にありなが

ら、全国より医師が研修に集ま

る救急総合診療部を展開してい

る。先生が書いた「研修医当直

御法度」は研修医のバイブル的

存在である。 

寺澤先生講演会 

　
９
月
か
ら
薬
局
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
、
小
山
で
す
。 

　
初
め
て
の
業
種
で
覚
え
る
こ
と
が
沢 

山
あ
り
大
変
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の 

み
な
さ
ん
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
一
日
も
早
く
、
仕
事
を
正
確
に
覚
え 

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
10
月
か
ら
外
来
に
勤
務
さ
せ
て
い
た 

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
平
岡
で
す
。 

　
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。 

  

一般世帯 生活保護世帯 

１回目 ２回目 １回目 ２回目 

接種対象者 

１才～未就学児 

65歳以上 

助成 自己負担 

2,000 

2,500

1,000 

1,000

助成 自己負担 

2,000 

 

1,000 

 

助成 自己負担 

3,000 

3,500

0 

0

助成 自己負担 

3,000 

2,500

0 

0
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○大腸ファイバー　第１、第２、第３水曜日の午後　生月病院院長　山下医師 

○耳鼻咽喉科　　　第１、第３、第５木曜日の午後　ごとう耳鼻咽喉科　後藤医師 

　※午前の受付は午前11時までにお願いします。（午後の診察は午後２時からです。） 

　※急患はいつでも受け付けます。 

 

月  火 水  木  金 診療科 医師名 午前・午後 

内　科 

外　科 

整　形 
外　科 

 

小児科 

 

眼　科 

池　田 

 

賀　來 

 

石　松 

 

中　桶 

 
　　橋 

（長崎大学病院） 

 　　田 
 

（度島診療所長） 
 

押　淵 

 

堤 

 

　　田 

 

小　林 

 
角 

（長崎労災病院） 

森　永 

　　田 
（小児外科） 

派遣医師 
（九州大学病院） 

 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

診　察 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

診　察 

（病棟） 

新・急患 

新・急患 

（病棟） 

（訪問診療） 

 

 

診　察 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

診　察 

（病棟及び外来） 

診　察 

診　察 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

新・急患 

新・急患 

内視鏡 

（病棟・訪問） 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

 

 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

診　察 

診　察 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

新・急患 

新・急患 

（病棟） 

（病棟） 

　 

　 

 

 

（病棟・訪問） 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

診　察 

（病棟） 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

 

診　察 

（病棟） 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

 

 

 

 

（病棟） 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

（病棟） 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

 

診　察 

（総回診） 

新・急患 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

　 

　 

 

 

診　察 

（総回診） 

（病棟） 

（総回診） 

内視鏡 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

 

　 

診　察 

（総回診） 

 

 

診　察 

（総回診） 

 

カ
ル
に
よ
り
国
内
生
産
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
日
立
製
作
所
は
、
自
社
開
発

に
よ
る
初
の
国
産
機
を
同
年
10
月
に
藤
田

学
園
保
健
衛
生
大
学
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
旧
来
の
Ｃ
Ｔ
は
Ｘ
線
検
出
器
が
１
列
で

あ
り
、
１
回
の
回
転
で
１
枚
の
画
像
し
か

得
ら
れ
ず
、
撮
影
時
間
が
長
い
こ
と
が
難

点
で
し
た
。
こ
れ
が
多
列
検
出
器
Ｃ
Ｔ
（
Ｍ

Ｄ
Ｃ
Ｔ
＝m

ulti detector-row
 C
T

）
と
い

わ
れ
る
Ｘ
線
を
扇
状
に
や
や
広
い
角
度
に

照
射
し
、
対
側
の
検
出
器
自
体
を
細
分
割

し
て
多
列
化
し
た
Ｃ
Ｔ
の
登
場
に
よ
っ
て
、

１
回
の
線
源
の
回
転
で
よ
り
多
く
の
範
囲

の
撮
影
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
に
４
列
以
上
の
検
出
器
を
備

え
た
Ｃ
Ｔ
、
２
０
０
２
年
に
は
16
列
以
上

の
検
出
器
を
備
え
た
Ｃ
Ｔ
が
開
発
さ
れ
、

広
く
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
は

最
大
３
２
０
列
の
検
出
器
を
備
え
た
Ｍ
Ｄ

Ｃ
Ｔ
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
１
回
転
で
心

臓
や
脳
の
ほ
ぼ
全
体
を
撮
影
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
平
戸
市
民
病
院
に
今
回
導
入
し

た
装
置
は
、
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ

で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
平
戸
市
民
病
院
放
射
線
班
班
長
　
岩
永 

繁
範
） 

　今回、64列ＣＴを導入した最大の理由が心臓ＣＴを

行うためです。心臓を取り巻く冠動脈は、心臓の筋肉

に酸素や栄養を与える重要な血管です。これが動脈硬

化により細くなったり詰まったりすることで、狭心症

や心筋梗塞が起こります。この冠動脈の検査は入院し

てカテーテルという管を血管に入れて行う方法が現在

でも主流です。しかし、64列ＣＴにより外来でも容易

に、冠動脈の検査ができるようになりました。 

 
 

　体格に合わせてX線量を調節する技術や、東芝社独

自の計算方法を用いることで、これまでの装置よりも

非常に少ない被ばく線量で画像を得られます。既存の

物と比較して体格や検査部位により多少の違いはあり

ますが、概して約50％～70％程度の被ばく量となっ

ています。比較的被ばくの多い心臓ＣＴにおいても、

心臓が止まってみえるわずかな時間のみＸ線を照射す

る技術によって、大幅な被ばく低減が可能です。 
 
 

　撮影時間が大幅に短縮し、長い息止めが難しい人で

も鮮明な画像が得られます。例えば胸部検査では今ま

での装置では20秒ほどの息止めが必要でしたが、胸部

から骨盤部まで撮影しても10秒ほどで終了となります。

また、広範囲の撮影でも薄い断面（0.5mm厚）が得ら

れるため、より小さな病変の描出も可能となります。 

 
 

　撮影後、即座に画像が表示されるので、より迅速な

診断が可能です。患部の詳細な観察に用いる立体像や

任意の断面も短時間に作成できるため、検査後の待ち

時間が短くなります。 

検査による侵襲性 

検査に要する時間 

入院の必要性  

検査の信頼性  

自己負担の目安 
50,000円 
～100,000円 

9,000円 
～10,000円 

9,000円 
～10,000円 
 

冠動脈造影検査の比較 

64列ＣＴ装置による画像の例 

心臓カテー 
テル検査 64列ＣＴ 16列ＣＴ 

大 

30～60分 

あり 

高度 

小 

10秒以下 

なし 

高～中等度 

小 

30秒 

なし 

中等度 

YOKARO事務局 
〒859-5104

平戸市崎方町776-6（平戸ターミナルビル１F） 

TEL.0950-22-5170TEL.0950-22-5170

4
『阿蘇　博多間』2011年10月1日より運行開始!九州を代表する観光地、 

黒川温泉・湯布院・長湯温泉・ 
久住高原・竹田・臼杵・阿蘇・ 
菊池・山鹿・平戸にいつでも 
気軽に行けますよ！ 

（3） （18） 平成23年10月15日 平成23年10月15日 

竜んおとし子 竜んおとし子 



平戸市森林組合 
〒859-5366 

長崎県平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0151 FAX 0950-28-1080　 
椎茸生産部 TEL 0950-28-0300 FAX 0950-28-0200

健康は、食生活から 

診察 診　察 診　察 診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

診　察 

新患 

診察 新患 

診察 新患 

診察 新患 

診察 新患 

診　察 

  

　 

 

診　察 

 

 

診　察 

 ○泌尿器科　　　　毎月最終水曜日　　　　　　　　青洲会病院　山崎医師 

○整形外科　　　　毎週水曜日　　　　　　　　　　平戸市民病院　小林医師 

○血液内科　　　　毎月第２火曜日　　　　　　　　平戸市民病院　管理者　池田医師 

○循環器科　　　　毎月第２週目の木曜日　　　　　平戸市民病院　医療監　賀來医師 

　　　　　　　　　毎月第２・第４火曜日　　　　　浦之崎病院　循環器科部長　深堀医師 

　　　　　　　　　偶数月の第４金曜日　　　　　　伊万里市民病院　副院長　松永医師 

○眼　　科　　　　３か月に１回（日曜日）　　　　前田眼科(福岡)　院長　前田医師 

※一般外来の受付は午前11時までにお願いします。 

※急患はいつでも受け付けます。 

月  火 水  木  金 診療科 医師名 午前・午後 

内　科 

外　科 

山　下 

田　中 

小　村 

鈴　木 

河　部 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

 

注）復路については、診察の状況により後発する場合がありますので、ご了承ください。 

中央公 
民館前 

往路 

復路 

第一便 

第二便 

第一便 

第二便 

区　分 大久保 白山入口 リック前 生月病院前 天満宮前 飛石 舘浦 
舘浦出 
張所前 

ふれあ 
い広場 

平戸市 
民病院 

7：50 

9：50 

9：46 

12：46

7：53 

9：53 

9：43 

12：43

7：55 

9：55 

9：41 

12：41

7：56 

9：56 

9：40 

12：40

8：00 

10：00 

9：36 

12：36

8：02 

10：02 

9：34 

12：34

8：03 

10：03 

9：33 

12：33

8：04 

10：04 

9：32 

12：32

8：05 

10：05 

9：31 

12：31

8：35 

10：35 

9：00 

12：00

8：06 

10：06 

9：30 

12：30

（毎週　火曜、金曜運行） 

　平戸市民病院では10月１日コンピュータ断層撮影装置（ＣＴ）の更新を行い、より高性能な最新の

64列128スライスCTを導入しました。検出器は最短で0.35秒で1回転し、同時に128枚の画像を得るこ

とができる装置です。この装置の導入は極めて短時間に高精度な画像の取得が可能となるので、患者

さんに非常に優しい装置といえます。このバージョンの装置は九州内では初の導入となります。 

   

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
装
置
の
制
御
や

画
像
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
最
初
の

Ｃ
Ｔ
は
、（T

horn 
EM
I

）
中
央
研
究
所
で

英
国
人
の
ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
・
ハ
ウ
ン
ズ
フ

ィ
ー
ル
ド
に
よ
っ
て
１
９
６
７
年
に
考
案
、

１
９
７
２
年
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

に
生
産
さ
れ
た
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
は
脳
の
断
層
撮

影
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
２
つ
の
断
層
デ

ー
タ
を
得
る
の
に
約
４
分
か
か
り
、
断
層

画
像
を
得
る
の
に
１
枚
あ
た
り
約
７
分
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
社

に
所
属
し
て
い
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
記
録
的

な
レ
コ
ー
ド
の
売
上
が
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ

を
含
め
た
Ｅ
Ｍ
Ｉ
社
の
科
学
研
究
資
金
の

供
給
元
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
は
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
よ
る

最
も
偉
大
な
遺
産
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

　
日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
、
Ｅ
Ｍ

Ｉ
と
レ
コ
ー
ド
事
業
（
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
）
で

提
携
関
係
の
あ
っ
た
東
芝
が
１
９
７
５
年

８
月
に
輸
入
し
、
東
京
女
子
医
科
大
学
病

院
に
設
置
さ
れ
て
脳
腫
瘍
を
捉
え
た
の
が

は
じ
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
東
芝
メ
デ
ィ 
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編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら 

国民健康保険平戸市民病院 
平戸市草積町1125番地12 
　  0950－28－1113

平戸市立生月病院 
平戸市生月町山田免2965番地 
　  0950－53－2155

（1）　　 

編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら 

【編集・発行】平戸市立病院広報委員会 
【印　　　刷】有限会社ケンホクプリント 
 

発行　平戸市立病院広報委員会 

【基本理念】 

【基本理念】 

棚田の風景（高越町） 

栄養管理室だより 栄養管理室だより 

  

　
最
近
は
朝
晩
冷
え
込
む
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
日
が
暮
れ
る
の
も

だ
ん
だ
ん
と
早
く
な
り
、
秋
の
訪
れ

を
実
感
し
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目

は
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
体
調
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
薬
の
使
い
方
を
正
し
く
使
用
し
な

い
と
副
作
用
や
症
状
が
悪
化
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
号
14
ペ
ー

ジ
の
「
薬
の
注
意
し
た
い
飲
み
合
わ

せ
」
を
参
考
に
薬
の
服
薬
を
行
い
ま

し
ょ
う
。 

　 
11
月
末
ま
で
特
定
健
診
が
各
医
療

機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
勧
ん
で

受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
10
月
か
ら

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
早
め
に
予
防
接
種

を
受
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
早
期
予

防
を
行
い
ま
し
ょ 

う
。 

 

●表紙（棚田の風景） ・・・・・・・・・・・・・・1 
●64列128スライスＣＴを導入 ・・・・・・・・2～3 
●「地域医療とケア」を考え・体験する夏の合宿企画 ・・4～5 
●地域医療を学ぶ ・・・・・・・・・・・・・・6～9 
●ヘリコバクターピロリ菌と胃がん ・・・・・・・10 
●「鼻」からの胃内視鏡検査ができるようになりました ・11 
●平戸市立病院改革プランの進捗状況 ・・・・12～13 
●薬の注意したい飲み合わせ ・・・・・・・・・・14 
●新人看護職員研修についてのお知らせ ・・・・・15 
●医療スタッフ紹介 ・・・・・・・・・・・・・・15 
●はじめまして、よろしくお願いします ・・・・・16～17 
●掲示板 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 
●外来診療担当表 ・・・・・・・・・・・・・18～19 
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「旬を美味しく　～里芋編」 

■作り方 

①　里芋を少し固さが残るくらいまで茹でて

　皮を剥き、一口大にカットする。  

② フライパンで豚肉と玉ねぎ、ピーマンを炒

　める。  

③　具材に火が通ったら里芋を加え、中濃ソ

　ースと練りゴマを加えて絡ませる 

④　トッピングに白ゴマをふる。  

※練りゴマの代わりに胡麻ドレッシングを使

　用すると、さっぱりとした味わいになります。 

 

1人分　エネルギー　91kcal　 

タンパク質　4.3g　脂質　3.7g　塩分　0.5g

内 

〈材料〉４人分 

・里芋（中サイズ） ………………　４個 

・豚肉 ………………………………　60g 

・玉ねぎ ………………………　１/４個 

・ピーマン ……………………　１/２個 

・中濃ソース 　…………………　小さじ2 

・練りゴマ ……………………　大さじ１ 

・ゴマ油 ………………………　小さじ１ 

・白ゴマ（トッピング） …………　適量 

 

 

 

 

▼100gあたりのカロリー比較 

じゃがいも 
80kcal

さつまいも 
130kcal

さといも 
60kcal

かぼちゃ 
90kcal

（20） 平成23年10月15日 

竜んおとし子 竜んおとし子 

平成23年10月15日 


